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概
説
国
際
法

定
価
四
、四
〇
〇
円（
税
込
）

１
９
９
２
年
以
来
の
ロ
ン
グ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
現
代
国
際

法
講
義
』（
有
斐
閣
）
に
代
わ
る
、
次
世
代
に
よ
る
新
た

な
国
際
法
概
説
書
。
標
準
的
な
構
成
の
も
と
、
関
連
判

例
に
言
及
し
、
国
際
法
全
般
を
過
不
足
な
く
概
説
し
た
。

有斐閣

加
藤
信
行（
名
誉
教
授
）・
萬
歳
寛
之
・
山
田
卓
平
編

父
が
牛
飼
い
に
な
っ
た
理わ

由け

定
価
一
、一
〇
〇
円（
税
込
）

『
と
も
ぐ
い
』
の
直
木
賞
作
家
の
実
家
は
、
父
が
公
務
員

を
脱
サ
ラ
し
開
業
を
し
た
「
河
﨑
牧
場
」
で
あ
る
。
な
ぜ
、

父
は
牧
場
経
営
を
始
め
た
の
か
。
４
０
０
年
以
上
に
及
ぶ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
繋
ぐ
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。

集英社新書

河
﨑
秋
子（
経
済
学
部
平
成
13
年
度
卒
・
49
期
生
）
著

天
蓋
都
市
ヒ
カ
ル

定
価
二
、四
二
〇
円（
税
込
）

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
小
説
を
書
か
せ
て
み
た
90
歳
の
著
者

は
、
同
じ
題
材
で
小
説
を
書
く
こ
と
に
し
た
。
Ａ
Ｉ
が
創

作
可
能
な
今
、
作
家
は
果
た
し
て
生
き
残
れ
る
か
？　

第

43
回
日
本
Ｓ
Ｆ
大
賞
受
賞
作
家
が
仕
掛
け
た
実
験
小
説
！

小鳥遊書房

荒
巻
義
雄（
短
期
大
学
部
昭
和
38
年
度
卒
・
１
期
生
）
著

十
河
和
貴（
法
学
部
准
教
授
）
著

帝
国
日
本
の
政
党
政
治
構
造

│
二
大
政
党
の
統
合
構
想
と〈
護
憲
三
派
体
制
〉│

定
価
五
、二
八
〇
円（
税
込
）

近
代
日
本
に
花
開
い
た
政
党
内
閣
の
時
代
。
し
か
し
そ
れ

は
わ
ず
か
八
年
で
潰
え
る
。
な
ぜ
政
党
政
治
は
限
界
を
迎

え
た
の
か
？　

明
治
憲
法
体
制
と
政
党
内
閣
制
の
間
に
生

じ
た
摩
擦
を
析
出
し
、
帝
国
大
の
政
治
構
造
を
描
き
出
す
。

吉田書店

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
北
海
学
園

大
学
へ
の
ご
入
学
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
た
な
可
能
性
に
充
ち

た
み
な
さ
ん
を
本
学
に
お
迎
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
喜
び
に
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会

は
い
ま
、
大
き
な
転
機
を

迎
え
て
い
ま
す
。
少
子
・

高
齢
化
、
人
口
減
少
、
地

球
温
暖
化
の
進
行
に
よ
り
、

社
会
の
存
立
基
盤
が
揺
ら

い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
発
達
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
、

大
き
な
利
便
を
も
た
ら
す

一
方
で
、
新
た
な
問
題
を

生
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
現
実
に
対
処
し
、
よ

り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め

に
は
、
新
し
い
知
恵
の
創

造
と
、
そ
の
知
恵
を
活
か
す
人
々
の

共
同
が
必
要
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
る
中
で
、
社
会
が
大
学
に
寄

せ
る
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
大
学
に
は
、
未
来
の
社
会

の
担
い
手
と
な
る
多
く
の
若
い
人
た

ち
が
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
研
究
者

が
集
っ
て
い
る
か
ら
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
に
は
こ
れ
か

ら
様
々
な
出
会
い
が
待
っ

て
い
ま
す
が
、
大
学
時
代

に
お
い
て
こ
そ
出
会
い
た

い
の
は
「
問
い
を
共
有
す

る
友
」
で
す
。
自
分
と
同

じ
「
問
い
」
に
取
り
組
む

仲
間
、そ
れ
ぞ
れ
の
「
問
い
」

に
向
き
合
う
努
力
に
共
感

し
合
え
る
仲
間
の
こ
と
で

す
。「
問
い
を
共
有
す
る
友
」

は
、
年
齢
や
国
籍
を
問
わ

ず
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
是
非
、
そ
の
よ
う
な

友
と
出
会
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

大
学
に
は
た
く
さ
ん
の
研
究
者
が

集
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
教
師
は
み

な
研
究
者
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の「
問
い
」

に
対
す
る
答
え
を
求
め
て
日
々
研
究

し
て
い
ま
す
。
研
究
者
は
、自
ら
の「
問

い
」
に
対
し
て
、
他
者
が
納
得
す
る

理
由
や
根
拠
に
も
と
づ
く
答
え
を
導

こ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
に
し
て
導
か
れ
た
答
え
は
、
人
々

に
共
有
さ
れ
る
知
恵
と
な
り
、
新
し

い
可
能
性
を
切
り
拓
く
社
会
の
力
と

な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
「
問
い
」
を

抱
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
必
要
な

の
は
、
答
え
を
導
き
出
す
た
め
の
研

究
の
方
法
で
す
。
大
学
で
の
学
び
を

通
じ
て
、
み
な
さ
ん
に
は
、
研
究
の

方
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
学

を
卒
業
し
た
後
の
み
な
さ
ん
の
仕
事

や
社
会
活
動
に
お
い
て
大
い
に
役
立

つ
は
ず
で
す
。

　

少
々
固
い
こ
と
ば
か
り
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
大
学
に
は
楽
し
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

大
い
に
満
喫
し
、
本
学
で
の
４
年
間

を
実
り
多
い
時
間
と
し
て
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大学時代にこそ得るべきもの
「研究の方法」と「問いを共有する友」

森下宏美学長 入学式式辞（要旨）

令和７年度　入学者数 （単位／人）

学部 学科 入学者

経
済

１部 360

２部 144

経
営

１
部

経 営 学 科 213

経営情報学科 147
２
部 経 営 学 科 115

法
１部 308

２部 229

人
文

１
部

日本文化学科 130

英米文化学科 119

２
部

日本文化学科 45

英米文化学科 39

工

社会環境工学科 40

建　築　学　科 88

電子情報工学科 66

生  命  工  学  科 68

研究科 入学者

大
　
学
　
院

経済学研究科
（博士課程） －
（修士課程） 2

経営学研究科
（博士課程） －
（修士課程） －

法学研究科
（博士課程） 1
（修士課程） －

文学研究科
（博士課程） 2
（修士課程） 1

工学研究科
（博士課程） －
（修士課程） 7

1部　計 1,539

2 部　計 572

大学　計 2,111

大学院　計 13

大学・大学院　計 2,124

　

令
和
７
年
度
入
学
式
が
４
月

２
日
、
北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン

タ
ー
「
北
海
き
た
え
ー
る
」
に

て
執
り
行
わ
れ
た
。
今
年
度
は
、

学
部
学
生
１
部
１
５
３
９
名
、
２

部
５
７
２
名
、
大
学
院
博
士
（
後

期
）
課
程
３
名
、修
士
課
程
10
名
、

合
わ
せ
て
２
１
２
４
名
の
新
入

生
を
迎
え
た
。

　

は
じ
め
に
学
歌
が
紹
介
さ
れ
、

森
下
宏
美
学
長
か
ら
入
学
許
可

宣
言
、
学
長
の
式
辞
、
新
入
生

代
表
学
生
か
ら
の
宣
誓
が
行
わ

れ
た
。
続
い
て
全
学
応
援
団
に

よ
る
演
舞
が
行
わ
れ
、
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。
最
後
に
学
生
歌
、

新
学
生
歌
が
斉
唱
さ
れ
、
厳
粛

な
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

多
く
の
保
護
者
の
方
々
を
は

じ
め
、
ご
来
賓
、
教
職
員
が
見

守
る
な
か
、
新
入
生
は
緊
張
と

期
待
が
入
り
混
じ
っ
た
面
持
ち

で
式
典
に
臨
ん
で
い
た
。

全学応援団による演舞

北海きたえーるで行われた入学式

入
学
式
挙
行

入
学
式
挙
行

入
学
式
挙
行

令和7年度令和7年度令和7年度

令
和
６
年
度

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

　

令
和
６
年
度
卒
業
証
書
・
学

位
記
授
与
式
が
３
月
20
日
、
北

海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
「
北

海
き
た
え
ー
る
」
に
て
執
り
行

わ
れ
た
（
９
月
期
は
令
和
６
年

９
月
30
日
挙
行
）。

　

は
じ
め
に
、
修
了

し
た
大
学
院
各
研
究

科
博
士
課
程
な
ら
び

に
修
士
課
程
の
代
表

者
に
森
下
宏
美
学
長

か
ら
大
学
院
学
位
記

が
授
与
さ
れ
、
各
学

部
学
科
の
代
表
者
に

学
部
長
か
ら
卒
業
証

書
・
学
位
記
が
授
与

さ
れ
た
。
続
い
て
、

各
学
部
学
科
の
成
績

優
秀
者
、
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
団
体
に

森
下
学
長
か
ら
賞
状

が
授
与
さ
れ
た
。

　

森
下
学
長
は
式
辞
で
「
学
問

は
、
他
者
と
共
有
で
き
る
新
し

い
知
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
、

社
会
に
開
か
れ
た
能
動
的
な
活

動
で
す
。
学
問
の
精
神
を
身
に

着
け
た
多
く
の
人
々
と
協
働
し
、

新
し
い
現
実
に
挑
み
、
よ
り
よ

い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

同
日
午
後
か
ら
は
、
卒
業
祝

賀
会
が
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
、
恩
師
や
仲
間
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
た
。

卒業証書・学位記の授与

学
部 学科

令和６年度卒業生
累計

９月期 合計

経
済

１
部

経  済  学  科 146 2 148 20,931
地域経済学科 135 3 138 2,695
経  営  学  科 － － － 8,766

２
部

経  済  学  科 74 10 84 8,090
地域経済学科 41 4 45 891
経  営  学  科 － － － 3,291

経
営
１
部

経  営  学  科 147 4 151 3,268
経営情報学科 127 1 128 2,732

２
部 経  営  学  科 100 12 112 1,877

法

１
部

法  律  学  科 152 4 156 13,051
政  治  学  科 113 1 114 2,755

２
部

法  律  学  科 64 13 77 6,028
政  治  学  科 66 4 70 1,224

人
文

１
部

日本文化学科 84 1 85 2,799
英米文化学科 89 3 92 2,728

２
部

日本文化学科 27 3 30 1,128
英米文化学科 27 2 29 821

工

社会環境工学科 46 1 47 4,622
建　築　学　科 63 1 64 4,952
電子情報工学科 59 2 61 3,069
生  命  工  学  科 60 2 62 557
1部　計 1,221 25 1,246 72,925
2 部　計 399 48 447 23,350
大学　計 1,620 73 1,693 96,275

研究科
令和６年度修了生

累計
９月期 合計

大
　
学
　
院

経済学
研究科

（博士甲） － － 0 13
（博士乙） － － 0 2
（修　士） 1 － 1 210

経営学
研究科

（博士甲） 1 － 1 16
（博士乙） － － 0 5
（修　士） 1 － 1 125

法　学
研究科

（法・博士甲） 1 － 1 11
（政・博士甲） － － 0 2
（法・博士乙） － － 0 4
（政・博士乙） 1 － 1 1
（法・修士） 1 － 1 109
（政・修士） － － 0 28

文　学
研究科

（日・博士甲） － － 0 4
（英・博士甲） － － 0 1
（博士乙） － － 0 7
（日・修士） 4 － 4 109
（英・修士） 2 － 2 32

工　学
研究科

（建・博士甲） － － 0 7
（電・博士甲） － － 0 7
（生・博士甲） － － 0 2
（建・修士） － － 0 154
（電・修士） － － 0 47
（生・修士） 3 － 3 16

法務研究科（法務博士） － － － 156
大学院　計 15 － 15 1,068

大学・大学院　計 1,635 73 1,708 97,343

令和６年度　卒業生数／修士・博甲・博乙・法務博数 （単位／人）

式辞を述べる森下宏美学長

　

３
月
３
日
、
本
学
法
学
部
髙

橋
義
彦
教
授
の
著
書
『
ウ
ィ
ー

ン
１
９
３
８
年
最
後
の
日
々
―

オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
と
芸
術
都

市
の
抵
抗
』（
慶
應
義
塾
大
学
出

版
会
）
が
、
令
和
６
年
度
（
第

75
回
）
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大

臣
新
人
賞
（
評
論
部
門
）
を
受

賞
し
、
３
月
11
日
に
東
京
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

賞
は「
演
劇
」「
映
画
」「
音
楽
」「
舞

踊
」「
文
学
」「
美
術
Ａ
」「
美
術
Ｂ
」

「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
」「
放
送
」「
大

衆
芸
能
」「
芸
術
振
興
」「
評
論
」

の
12
部
門
芸
術
各
分
野
に
お
い

て
、
国
内
若
し
く
は
国
内
外
に

お
い
て
優
れ
た
業
績
を
挙
げ
た

方
、
又
は
新
生
面
を
開
い
た
方

に
対
し
て
毎
年
贈
呈
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
髙
橋
先
生
の
コ
メ
ン
ト

　

本
学
で
政
治
思
想
史
の
講
義

を
担
当
し
て
い
る
私
が
、
芸
術
選

奨
と
い
う
名
の
賞
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
驚
い
て
お

り
ま
す
が
、
政
治
史

と
文
化
史
を
横
断
的

に
捉
え
る
研
究
手
法

が
、
こ
の
よ
う
な
形

で
評
価
さ
れ
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
本
を
書

き
上
げ
る
研
究
環
境

を
整
え
て
く
だ
さ
っ

た
北
海
学
園
大
学
と

関
係
者
の
皆
さ
ま
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

法
学
部
教
授
髙た

か
橋は

し
義よ

し
彦ひ

こ

著

『
ウ
ィ
ー
ン
１
９
３
８
年
最
後
の
日
　々
　
　
　
　
　

』

芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞（
評
論
部
門
）受
賞

オ
ー
ス
ト
リ
ア
併
合
と

芸
術
都
市
の
抵
抗

左から森下宏美学長、髙橋義彦教授、館田晶子法学部長

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
と
本
学

連
携
協
定
締
結

　

本
学
は
、
北
海
道
立
総
合
研

究
機
構
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、

３
月
27
日
、
旭
川
市
に
あ
る
北

方
建
築
総
合
研
究
所
に
お
い
て
、

協
定
締
結
調
印
式
を
行
っ
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

有
す
る
研
究
シ
ー
ズ
や
人
材
な

ど
の
研
究
資
源
を
持
ち
寄
り
、

相
互
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と

で
、
安
全
な
地
域
・
建
築
に
関

す
る
学
術
の
発
展
、
人
材
の
育

成
、
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
建
築
研
究

本
部
の
髙
橋
信
二
本
部
長
（
左
）
と
、

本
学
開
発
研
究
所
の
濱
田
武
士
所
長
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教
育
振
興
会
に
令
和
６
年
度

も
多
く
の
個
人
や
法
人
、
団
体

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
の
尊
い
お
志
に
た
い

し
ま
し
て
衷
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
寄
付
者
ご
芳
名

と
、
教
育
振
興
資
金
収
支
決
算

報
告
書
お
よ
び
監
査
報
告
書
は

次
の
通
り
で
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【
個
人
】〔
敬
称
略
〕

▼
10
万
円
未
満

浅
妻
裕
、
飯
野
海
彦
、
内
田
和
浩
、

内
山
隆
史
、
加
藤
正
晴
、
河
口

忠
臣
、
木
村
勝
照
、
木
村
剛
、

黒
澤
規
央
、
坂
上
信
之
、
佐
藤
剛
、

杉
本
圭
吾
、
杉
山
匡
、
竹
田
直
弘
、

仲
丸
英
起
、
益
田
敏
彦
、
増
地

あ
ゆ
み
、
水
野
谷
武
志
、
宮
入
隆
、

寄
付
者
ご
芳
名

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

教
育
振
興
会

山
崎
省
一
、
渡
辺
敦
、
渡
辺
信

英▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

小
松
か
お
り
、
安
酸
敏
眞
、
山
田

早
希
子

他
匿
名
１
名

▼
50
万
円
以
上
100
万
円
未
満

関
寛
、
田
中
綾

▼
金
額
非
公
開

イ
ア
ン
マ
ン
ビ
、
伊
熊
克
己
、

岩
淵
重
広
、
亀
屋
廣
保
、
菊
田
悠
、

佐
藤
信
、
鈴
木
洋
之
、
須
田
一
弘
、

田
中
昭
憲
、
對
馬
大
平
、
伏
見
卓
、

元
木
邦
俊
、
森
下
宏
美
、
山
田

誠
治
、
山
田
俊
郎

他
匿
名
６
名

【
企
業
・
法
人
・
団
体
】

▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

新
太
平
洋
建
設
株
式
会
社
、
北

海
学
園
大
学
蓬
門
会

▼
100
万
円
以
上
500
万
円
未
満

岩
田
地
崎
建
設
株
式
会
社

【
令
和
６
年
度
寄
付
金
合
計
】

５
、２
５
０
、０
０
０
円

【
寄
付
金
累
計
】

２
０
０
、７
１
４
、５
１
３
円

　

本
年
３
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ
た
大
平
義
隆
先
生
（
元
経
営
学
部
教

授
）、
加
藤
信
行
先
生
（
元
法
学
部
教
授
）、
福
士
明
先
生
（
元
法
学
部
教

授
）、
テ
レ
ン
グ
ト
ア
イ
ト
ル
先
生
（
元
人
文
学
部
教
授
）
の
永
年
に
わ

た
る
教
育
研
究
、
大
学
運
営
、
社
会
活
動
の
功
績
に
対
し
同
日
、
本
学
第

三
会
議
室
で
、
名
誉
教
授
の
称
号
が
森
下
宏
美
学
長
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

▽
大お

お

平ひ
ら

義よ
し

隆た
か

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
62
年
早
稲
田
大
学

大
学
院
商
学
研
究
科
修
士
課
程

商
学
専
攻
修
了
（
商
学
修
士
）、

平
成
４
年
専
修
大
学
大
学
院
経

営
学
研
究
科
経
営
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
平

成
４
年
信
州
短
期
大
学
講
師
、

平
成
７
年
同
助
教
授
、
平
成
10

年
新
潟
経
営
大
学
助
教
授
、
平

成
15
年
本
学
経
営
学
部
教
授
（
経

営
学
概
論
な
ど
担
当
）、
平
成
16

年
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
（
経
営
組
織
論
特
殊
講
義
な

ど
担
当
）、
平
成
20
年
経
営
学
研

究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当

（
経
営
組
織
論
特
殊
研
究
な
ど
担

当
）、
平
成
20
年
就
職
部
長
（
平

成
24
年
３
月
ま
で
）、
平
成
29
年

経
営
学
研
究
科
長
（
令
和
２
年

３
月
ま
で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：『
経
営
を
科
学
す
る
』、『
新

現
代
経
営
学
』、
論
文
：「
医
薬

品
企
業
の
職
務
給
制
度
へ
の
移

行
の
実
態
（
１
）」

▽
加か

藤と
う

信の
ぶ

行ゆ
き

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
56
年
北
海
道
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
専
攻

修
士
課
程
修
了
（
法
学
修
士
）、

昭
和
59
年
北
海
道
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
公
法
専
攻
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
、
昭
和
59
年

北
海
道
大
学
法
学
部
文
部
教
官

助
手
、
昭
和
62
年
本
学
法
学
部

講
師
、
平
成
２
年
同
助
教
授
、
平

成
７
年
同
教
授
（
国
際
法
な
ど

担
当
）、
法
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
（
国
際
法
特
論
な
ど
担
当
）、

平
成
12
年
法
学
研
究
科
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
国
際
法
特
論

演
習
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
21
年

法
学
研
究
科
長
（
平
成
24
年
３

月
ま
で
）、
平
成
24
年
学
生
部
長

（
平
成
28
年
３
月
ま
で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
共
編
著
『
概
説
国
際
法
』

（
有
斐
閣
）、
共
編
著
『
ビ
ジ
ュ

ア
ル
テ
キ
ス
ト
国
際
法
』（
有

斐
閣
）、
共
編
著
『
国
際
裁
判

と
現
代
国
際
法
の
展
開
』（
三

省
堂
）

▽
福ふ

く

士し

明あ
き
ら

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
56
年
北
海
道
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
専
攻

修
士
課
程
修
了
（
法
学
修
士
）、

昭
和
56
年
北
海
道
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
公
法
専
攻
博
士
課

程
中
退
、
昭
和
56
年
北
海
道
大

学
法
学
部
助
手
、
昭
和
60
年
北

海
道
工
業
大
学
教
養
部
講
師
、
平

成
３
年
札
幌
大
学
法
学
部
助
教

授
、
平
成
10
年
同
教
授
、
平
成

21
年
本
学
法
学
部
教
授
（
自
治

体
法
な
ど
担
当
）、
法
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
（
行
政
法
原
理

特
論
な
ど
担
当
）、
平
成
22
年
法

学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程

担
当
（
行
政
法
特
殊
研
究
な
ど

担
当
）、
平
成
23
年
法
務
研
究
科

教
授
（
行
政
法
な
ど
担
当
）、
平

成
26
年
法
学
部
教
授
（
行
政
法

な
ど
担
当
）、
平
成
30
年
法
学
研

究
科
長
（
令
和
３
年
３
月
ま
で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：『「
廃
棄
物
」
概
念
の
研

究
―
解
釈
論
―
』、
共
著
『
政
策

法
務
の
理
論
と
実
践
』、
論
文
：

「
廃
棄
物
訴
訟
」

▽
テ
レ
ン
グ
ト
ア
イ
ト
ル
名
誉
教
授

【
略
歴
】
平
成
10
年
東
京
大
学
大

学
院
総
合
文
化
研
究
科
程
超
域

文
化
科
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

（
学
術
博
士
）（
東
京
大
学
）、
平

成
11
年
本
学
人
文
学
部
助
教
授
、

平
成
13
年
文
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
（
比
較
文
学
特
殊
講
義

な
ど
担
当
）、
平
成
14
年
同
教
授

（
比
較
文
学
な
ど
担
当
）、
平
成

15
年
文
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
比
較
文
学
特
殊
講

義
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：『
超
越
へ
の
親
密
性
―
も

う
一
つ
の
日
本
文
学
の
読
み
方

―
』、『
増
補
改
訂
版
・
詩
的
狂

気
の
想
像
力
と
海
の
系
譜
―
西

洋
か
ら
東
洋
へ
、
そ
の
伝
播
、

受
容
と
変
容
』、

論
文
：“Concerning 

Poetic Creativity 
between Imagination and 
Allegory:Attempt at an 
Allegorical Interpretation 
of Coleridge’

s ‘
Kubla 

Khan.’”

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

 名誉教授称号記授与式にて。
前列左から須田一弘副学長、テレングトアイトル名誉教授、大平義隆名誉
教授、森下宏美学長、加藤信行名誉教授、福士明名誉教授、佐藤淳副学長。
後列左から小松かおり人文学部長、今野喜文経営学部長、植松武是工学部長、
館田晶子法学部長、浅妻裕経済学部長、杉山匡事務部長。

﹇
教
　
員
﹈

令
和
７
年
３
月
31
日
付

▽
経
営
学
部
教
授
・
大
学
院
経
営
学
研

究
科
教
授
大
平
義
隆
▽
法
学
部
教
授
・

大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
加
藤
信
行
▽

法
学
部
教
授
・
大
学
院
法
学
研
究
科
教

授
福
士
明
▽
人
文
学
部
教
授
・
大
学
院

文
学
研
究
科
教
授
テ
レ
ン
グ
ト
ア
イ

ト
ル
▽
人
文
学
部
（
教
職
課
程
）
講
師

板
東
眞
一
▽
経
営
学
部
教
授
内
藤
永
▽

法
学
部
教
授
・
大
学
院
法
学
研
究
科
教

授
村
上
愛
▽
法
学
部
教
授
・
大
学
院
法

学
研
究
科
教
授
山
本
健
太
郎
▽
法
学
部

准
教
授
・
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授

岩
淵
重
広
▽
法
学
部
准
教
授
松
浦
和
宏

令
和
７
年
３
月
31
日
付

▽
人
文
学
部
長
（
教
授
）
小
松
か
お
り

▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
長
（
教
授
）

古
林
英
一

令
和
７
年
４
月
１
日
付

▽
副
学
長
須
田
一
弘
▽
副
学
長
佐
藤

淳
▽
法
学
部
長
（
教
授
）
館
田
晶
子
▽

人
文
学
部
長
（
教
授
）
森
川
慎
也
▽
大

学
院
経
済
学
研
究
科
長
（
教
授
）
石
井

健
▽
大
学
院
経
営
学
研
究
科
長
（
教
授
）

石
嶋
芳
臣
▽
大
学
院
文
学
研
究
科
長
（
教

授
）
郡
司
淳
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
長

（
教
授
）
山
田
俊
郎令

和
７
年
４
月
１
日
付

▽
法
学
部
教
授
・
大
学
院
法
学
研
究
科

（
修
）
教
授
髙
橋
義
彦
▽
法
学
部
教
授

門
間
広
明
▽
工
学
部
教
授
鈴
木
雄
▽
工

学
部
教
授
佐
々
木
裕
司
▽
工
学
部
教

授
青
木
か
お
り
▽
経
営
学
部
准
教
授

村
上
始

令
和
７
年
４
月
１
日
付

▽
工
学
部
教
授
カ
ス
ト
ロ
ホ
ワ
ン
ホ

セ
▽
法
学
部
准
教
授
・
大
学
院
法
学
研

究
科
准
教
授
津
田
裕
介
▽
法
学
部
准

教
授
・
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授
十

河
和
貴
▽
経
営
学
部
講
師
川
津
大
樹
▽

人
文
学
部
（
教
職
課
程
）
講
師
田
中
弥

栄
子

令
和
７
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
院
経
営
学
研
究
科
（
修
）
准
教

授
中
村
暁
子
▽
大
学
院
法
学
研
究
科

（
修
・
博
）
教
授
四
ツ
谷
有
喜
▽
大
学
院

法
学
研
究
科
（
博
）
教
授
鹿
谷
雄
一
▽

大
学
院
工
学
研
究
科
（
博
）
教
授
三
澤

温
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
博
）
教
授

長
谷
川
大
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
博
）

教
授
友
池
史
明
▽
大
学
院
工
学
研
究
科

（
修
）
教
授
鈴
木
雄
▽
大
学
院
工
学
研
究

科
（
修
）
教
授
佐
々
木
裕
司

﹇
職
　
員
﹈

令
和
６
年
９
月
４
日
付

▽
図
書
館
特
定
事
務
員
中
村
友
佳
子

令
和
７
年
１
月
31
日
付

▽
事
務
部
庶
務
課
臨
時
事
務
員
東
野
友

美

令
和
７
年
３
月
31
日
付

▽
経
済
学
部
事
務
長
・
大
学
院
経
済
学

研
究
科
事
務
長
武
田
雅
志
▽
経
営
学
部

事
務
長
・
大
学
院
経
営
学
研
究
科
事
務

長
石
木
田
忠
義
▽
事
務
部
庶
務
課
特
定

労
務
職
員
大
江
み
ゆ
き
▽
事
務
部
庶
務

課
特
定
労
務
職
員
小
澤
幸
永
▽
学
生
部

常
勤
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
務
嘱
託
小
幡
昌

志
▽
学
生
部
事
務
嘱
託
石
屋
恭
美

令
和
７
年
４
月
１
日
付

（　

）
内
は
前
職

▽
事
務
部
会
計
課
長
伏
見
卓
（
事
務
部

会
計
課
係
長
）
▽
経
営
学
部
事
務
長
・

大
学
院
経
営
学
研
究
科
事
務
長
岡
本
泰

典
（
人
文
学
部
係
長
）
▽
学
生
部
学
生

課
長
矢
留
英
寿
（
学
生
部
学
生
課
係
長
）

▽
事
務
部
会
計
課
係
長
清
永
麻
衣
子

（
事
務
部
会
計
課
主
任
）
▽
学
生
部
学
生

課
係
長
斉
藤
哲
平
（
法
学
部
主
任
）

令
和
７
年
４
月
１
日
付

▽
事
務
部
庶
務
課
書
記
藤
林
幹
生
▽
法

学
部
書
記
中
原
沙
彩
▽
工
学
部
書
記

松
久
楓
▽
事
務
部
庶
務
課
臨
時
事
務
員

尾
原
智
春
▽
入
試
部
入
試
課
臨
時
事
務

員
飯
田
真
衣
▽
学
生
部
常
勤
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
事
務
嘱
託
髙
村
荘
介

令
和
７
年
４
月
１
日
付

（　

）
内
は
前
職

▽
経
済
学
部
事
務
長
・
大
学
院
経
済
学

研
究
科
事
務
長
油
矢
誠
（
学
生
部
学
生

課
長
）
▽
事
務
部
庶
務
課
主
任
山
田

早
希
子
（
入
試
部
入
試
課
主
任
）
▽
経

済
学
部
主
任
前
川
尚
人
（
開
発
研
究

所
主
任
）
▽
経
営
学
部
主
任
土
井
緋

佳
留
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
）

▽
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
浅
野

吹
雪
（
工
学
部
主
任
）
▽
入
試
部
入
試

課
主
任
一
関
彩
夏
（
事
務
部
庶
務
課
主

任
）
▽
図
書
館
主
任
三
上
祐
一
郎
（
経

済
学
部
主
任
）
▽
開
発
研
究
所
主
任
辻

見
祐
太
（
経
営
学
部
主
任
）
▽
事
務
部

会
計
課
書
記
菅
野
伸
樹（
図
書
館
書
記
）

▽
人
文
学
部
係
長
田
村
典
子
（
北
海
学

園
事
務
局
総
務
部
人
事
課
係
長
）
▽
北

海
学
園
事
務
局
総
務
部
人
事
課
主
任
土

島
直
也
（
事
務
部
庶
務
課
主
任
）
▽
北

海
学
園
札
幌
高
等
学
校
事
務
長
佐
藤
剛

（
事
務
部
会
計
課
長
）

退　

職

解　

任

任　

命

昇　

格

採　

用

大
学
院
担
当
発
令

退　

職

昇　

格

採　

用

異　

動

人人
事事
往往
来来

第11回 北海学園大学人文学会
　

２
０
２
５
年
１
月
23
日
（
木
）、
第

11
回
の
北
海
学
園
大
学
人
文
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
大
学
を
含
む
教
育
現

場
に
お
い
て
、
テ
キ
ス
ト
や
イ
メ
ー
ジ

を
生
成
す
る
Ａ
Ｉ
の
本
格
的
な
導
入
を

見
越
し
て
、
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部

独
自
の
教
育
を
展
望
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
で
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｐ
（
ロ
ー
カ
ル

デ
ザ
イ
ン
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）
代
表
と

し
て
厚
真
町
を
拠
点
に
「
地
域
×
デ
ザ

イ
ン
」
の
テ
ー
マ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

田
中
克
幸
氏
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
で
は
、
ま
ず
、
単
な
る
「
お

し
ゃ
れ
」
や
「
目
を
引
く
」
も
の
を
作

る
こ
と
で
は
な
く
、「
伝
え
た
い
こ
と

を
整
理
し
、
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
の

設
計
」
と
捉
え
る
デ
ザ
イ
ン
の
本
質
を

披
歴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

化
に
よ
り
、
情
報
伝
達
の
手
段
は
多
様

化
し
て
い
る
も
の
の
、重
要
な
の
は「
何

を
、
ど
う
伝
え
る
か
」
で
あ
り
、
そ
れ

は
言
語
や
歴
史
、
精
神
的
価
値
な
ど
を

テ
ー
マ
と
す
る
人
文
学
と
も
共
通
し
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、企
業
広
告
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
戦
略
や
、

北
海
道
の
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む

デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
例
に
視
覚

表
現
の
も
つ
力
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
あ

と
、
多
言
語
・
多
文
化
の
中
で
も
伝
わ

る
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
工
夫

が
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
た
め

の
重
要
な
ス
キ
ル
で
あ
る
こ
と
、
高
校

生
や
大
学
生
が
自
身
の
学
び
や
価
値
観

を
誰
か
に
伝
え
た
い
時
に
、
よ
り
「
伝

わ
る
」
形
に
す
る
力
を
磨
く
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
方
は
と
て
も
万
能
な
手
法
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
で
は
、
は
じ
め
に
、
本
学
人

文
学
部
の
杉
江
聡
子
准
教
授
が
、
生
成

Ａ
Ｉ
や
Ｖ
Ｒ
な
ど
の
先
進
技
術
を
活

用
し
た
中
国
語
教
育
の
実
践
と
、
そ
の

教
育
的
可
能
性
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
「
Ｍ
ｉ
ｒ
ｏ
」
や
Ｖ
Ｒ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｓ
ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ａ
ｌ
」
な

ど
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
学
生
は
中

国
文
学
の
鑑
賞
を
通
じ
て
読
み
取
っ

た
世
界
観
を
視
覚
化
・
体
験
化
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
た
り
、
Ｖ
Ｒ
空

間
内
で
の
中
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
ス
ク
を
通
じ
て
実
践

的
な
言
語
運
用
を
行
っ
た
り
す
る
実

践
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
学
習
環
境
は
、
従
来
の
知
識

習
得
や
四
技
能
習
得
に
偏
っ
た
教
育

か
ら
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
学
習
資
源
と

見
な
す
協
働
的
で
創
造
的
な
学
び
へ

と
転
換
を
促
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
教
師
は
単
な
る
知
識
や
技

術
の
伝
達
で
は
な
く
、
Ａ
Ｉ
や
Ｘ
Ｒ
を

統
合
的
に
活
用
し
な
が
ら
学
習
者
の
主

体
的
な
活
動
を
支
援
し
、
対
話
と
創
造

を
基
盤
と
す
る
新
た
な
学
び
の
場
を
構

築
す
べ
き
で
あ
る
と
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
と

普
及
を
背
景
に
し
た
、
言
語
教
育
に
お

け
る
指
導
設
計
の
再
考
と
教
師
の
役
割

の
再
定
義
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
谷
端
郷
講
師
と
手
塚
薫
教
授

が
連
名
で
、
情
報
技
術
を
活
用
し
た
教

育
実
践
例
の
紹
介
と
人
文
学
部
に
お
け

る
可
能
性
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
活

用
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
た

情
報
を
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
、
そ

れ
と
文
章
や
画
像
、
動
画
と
を
組
み

合
わ
せ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
「
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

て
調
査
の
成
果
を
発
信
す
る
取
り
組
み

と
、
そ
の
経
験
か
ら
卒
業
ア
ル
バ
ム
や

同
窓
会
の
資
料
な
ど
大
学
関
連
の
写
真

資
料
に
着
目
し
た
教
育
実
践
の
可
能
性

が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

歴
史
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
方
法
と
い
っ
た
人
文
学
の

諸
分
野
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
調
査
・

研
究
手
法
と
情
報
技
術
と
の
有
機
的
な

結
び
つ
き
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
得
ら
れ
た
成
果
の

大
学
史
や
地
域
史
へ
の
還
元
、
異
な
る

世
代
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
人
文
学
部
な
ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

LDP代表 田中克幸氏による講演

杉江聡子准教授による教育実践報告

谷端郷講師と手塚薫教授の連名による
教育実践報告
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25
年
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課

程
担
当
（
環
境
政
策
特
殊
研
究
Ⅱ
な

ど
担
当
）、
令
和
６
年
経
済
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
営
学
部
長

今こ
ん

野の

喜よ
し

文ふ
み

教
授

平
成
12
年
慶
應

義
塾
大
学
大
学

院
商
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位

取
得
満
期
退
学
、
平
成
12
年
北
星
学

園
大
学
経
済
学
部
専
任
講
師
、
平
成

15
年
助
教
授
、
平
成
18
年
准
教
授
、

平
成
21
年
教
授
、
平
成
26
年
本
学

経
営
学
部
教
授
（
経
営
戦
略
な
ど
担

当
）、
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課

程
・
博
士
課
程
担
当
（
経
営
戦
略
論

特
殊
講
義
、
経
営
戦
略
論
特
殊
研
究

な
ど
担
当
）、
令
和
６
年
経
営
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
法
学
部
長

館た
て

田だ

晶あ
き

子こ

教
授

平
成
13
年
北

海
道
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科

博
士
課
程
後
期

公
法
専
攻
修
了
（
法
学
博
士
）、
平

成
12
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
（
Ｃ
Ｄ
２
）、
平
成
13
年
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）、
平

成
14
年
跡
見
学
園
女
子
大
学
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
講

師
、
平
成
17
年
同
助
教
授
、
平
成
19

年
同
准
教
授
、
平
成
24
年
専
修
大
学

法
学
部
准
教
授
、
平
成
26
年
本
学
法

学
部
教
授
（
憲
法
な
ど
担
当
）、
平

成
27
年
法
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当

（
憲
法
特
論
Ａ
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成

30
年
法
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課

程
担
当
（
憲
法
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
令
和
５
年
法
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
人
文
学
部
長

森も
り

川か
わ

慎し
ん

也や

教
授

平
成
27
年
東
京

大
学
大
学
院
総

合
文
化
研
究
科

博
士
課
程
言
語

情
報
科
学
専
攻
修
了
、
平
成
27
年
博

士
（
学
術
）（
東
京
大
学
大
学
院
）、

平
成
25
年
山
形
大
学
基
盤
教
育
院
講

師
、
平
成
29
年
本
学
人
文
学
部
講

師
（
英
米
文
学
史
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平

成
31
年
准
教
授
、
大
学
院
文
学
研
究

科
修
士
課
程
担
当
（
英
米
文
学
特
殊

講
義
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
令
和
４
年
教

▼
副
学
長須す

田だ  
一か

ず

弘ひ
ろ

人
文
学
部
教
授

平
成
２
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博

士
課
程
行
動
科

学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成
16
年

博
士
（
農
学
）（
鹿
児
島
大
学
）、
平

成
２
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
（
Ｐ
Ｄ
）、
平
成
４
年
本
学
教
養

部
講
師
、
平
成
５
年
同
人
文
学
部
講

師
、
平
成
８
年
同
人
文
学
部
助
教

授
、
平
成
11
年
同
人
文
学
部
教
授

（
文
化
人
類
学
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成

18
年
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
（
ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
講
義
Ⅰ

な
ど
担
当
）、
平
成
25
年
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当

（
ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど

担
当
）、
平
成
26
年
文
学
研
究
科
長
、

令
和
５
年
副
学
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
副
学
長

佐さ

藤と
う

淳
じ
ゅ
ん

経
営
学
部
教
授

平
成
６
年
東
北

大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
教

育
心
理
学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平

成
21
年
博
士
（
教
育
学
）（
東
北
大

学
）、
平
成
６
年
本
学
教
養
部
講
師
、

平
成
９
年
同
教
養
部
助
教
授
、
平
成

10
年
同
経
済
学
部
助
教
授
、
平
成
14

年
同
経
済
学
部
教
授
、
大
学
院
経
営

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
学
習
心

理
学
な
ど
担
当
）、
平
成
15
年
同
経

営
学
部
教
授
（
学
習
心
理
学
な
ど
担

当
）、
平
成
22
年
大
学
院
経
営
学
研

究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
学

習
心
理
学
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、
平

成
24
年
経
営
学
部
長
、
令
和
２
年
経

営
学
研
究
科
長
、
令
和
５
年
副
学
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
済
学
部
長

浅あ
さ

妻づ
ま

裕
ゆ
た
か

教
授

平
成
14
年
一
橋

大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
博

士
課
程
応
用
経

済
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成
14
年

本
学
経
済
学
部
講
師
、
平
成
18
年
助

教
授
、
平
成
19
年
准
教
授
（
職
名
変

更
）、
平
成
21
年
大
学
院
経
済
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
（
環
境
政
策
特

殊
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成
23
年
教

授
（
経
済
政
策
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成

授
、
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
欧
米
言
語
・
思
想

文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ａ
な
ど

担
当
）、
令
和
７
年
人
文
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
工
学
部
長

植う
え

松ま
つ

武た
け

是よ
し

教
授

平
成
８
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
建

築
工
学
専
攻
博

士
後
期
過
程
修
了
（
工
学
）、
平
成

８
年
北
海
道
立
寒
地
住
宅
都
市
研
究

所
研
究
職
員
、
平
成
14
年
北
海
道
立

総
合
研
機
構
建
築
研
究
本
部
北
方
建

築
総
合
研
究
所
研
究
職
員
、
平
成
20

年
北
海
道
立
総
合
研
機
構
建
築
研
究

本
部
北
方
建
築
総
合
研
究
所
生
産
シ

ス
テ
ム
科
長
、
平
成
22
年
北
海
道
立

総
合
研
機
構
建
築
研
究
本
部
北
方
建

築
総
合
研
究
所
主
査
（
生
産
シ
ス
テ

ム
）、
平
成
23
年
北
海
道
立
総
合
研

機
構
建
築
研
究
本
部
北
方
建
築
総
合

研
究
所
主
査
（
構
法
）、
平
成
27
年

北
海
道
立
総
合
研
機
構
建
築
研
究
本

部
北
方
建
築
総
合
研
究
所
主
査
（
建

築
シ
ス
テ
ム
）、
平
成
28
年
北
海
道

立
総
合
研
機
構
森
林
研
究
本
部
林
産

試
験
場
主
査
（
防
火
）、
平
成
29
年

本
学
工
学
部
教
授
（
建
築
振
動
論
な

ど
担
当
）、
令
和
６
年
工
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
済
学
研
究
科
長

石い
し

井い

健
た
け
し

教
授

平
成
10
年
一
橋

大
学
大
学
院
社

会
学
研
究
科
後

期
博
士
課
程
地

域
社
会
研
究
専
攻
単
位
修
得
退
学
、

平
成
21
年
博
士
（
社
会
学
）（
一
橋

大
学
大
学
院
）、
平
成
10
年
一
橋
大

学
社
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー
助

手
、
平
成
15
年
北
海
道
教
育
大
学
教

育
学
部
岩
見
沢
校
助
教
授
、
平
成
18

年
同
札
幌
校
助
教
授
、
平
成
19
年
同

准
教
授
、
平
成
28
年
本
学
経
済
学
部

教
授
（
西
洋
経
済
史
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担

当
）、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、博
士（
後
期
）課
程
担
当（
比

較
経
済
政
策
史
特
殊
研
究
Ⅱ
な
ど
担

当
）、
令
和
３
年
経
済
学
部
長
、
令
和

７
年
経
済
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
営
学
研
究
科
長石い

し

嶋じ
ま

芳よ
し

臣お
み

教
授

平
成
６
年
慶
應

義
塾
大
学
大
学

院
商
学
研
究
科

経
営
学
・
会
計

学
専
攻
後
期
博
士
課
程
満
期
退
学
、

平
成
６
年
本
学
経
済
学
部
講
師
、
平

成
７
年
同
助
教
授
、
平
成
15
年
本

学
経
営
学
部
助
教
授
、
平
成
16
年

大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
（
現
代
企
業
論
特
殊
講
義
な
ど
担

当
）、
平
成
19
年
同
教
授
（
企
業
論

な
ど
担
当
）、
大
学
院
経
営
学
研
究
科

博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
現
代
企

業
論
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成

27
年
経
営
学
部
長
、
令
和
５
年
経
営

学
研
究
科
長◆　

　

◆　
　

◆

▼
法
学
研
究
科
長

神か
ん

元も
と

隆た
か

賢よ
し

教
授

平
成
14
年
成
城

大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
博
士

課
程
後
期
法
律

学
専
攻
満
期
退
学
、
平
成
18
年
博
士

（
法
学
）（
成
城
大
学
）、
平
成
20
年

三
重
中
京
大
学
現
代
法
経
学
部
准
教

授
、
平
成
22
年
本
学
法
学
部
准
教
授
、

平
成
23
年
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士

課
程
担
当
（
個
別
刑
法
特
論
な
ど
担

当
）、
平
成
28
年
教
授
（
刑
法
Ⅰ
な

ど
担
当
）、
平
成
31
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
刑
法
特
殊
研
究
な
ど
担

当
）、
令
和
６
年
法
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
文
学
研
究
科
長

郡ぐ
ん

司し

淳
じ
ゅ
ん

教
授

平
成
２
年
日
本

大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
日
本

史
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成
20
年

博
士
（
文
学
）（
北
海
学
園
大
学
）、

平
成
７
年
筑
波
大
学
助
手
歴
史
人
類

学
系
、
平
成
16
年
本
学
人
文
学
部
助

教
授
（
日
本
史
概
論
Ⅱ
な
ど
担
当
）、

平
成
18
年
人
文
学
部
教
授
、
大
学
院

文
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
日
本

史
特
殊
講
義
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平
成

21
年
文
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課

程
担
当
（
日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論

文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ
な
ど
担
当
）、

平
成
25
年
人
文
学
部
長
、
令
和
５
年

文
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
工
学
研
究
科
長

山や
ま

田だ

俊と
し

郎ろ
う

教
授

平
成
13
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
環

境
資
源
工
学
専
攻
修
了
、
博
士
（
工

学
）、
平
成
13
年
豊
橋
技
術
科
学
大

学
建
設
工
学
系
助
手
、
平
成
18
年
国

立
保
健
医
療
科
学
院
水
道
工
学
部
主

任
研
究
官
、
平
成
22
年
岐
阜
大
学
工

学
部
准
教
授
、
令
和
２
年
本
学
工
学

部
教
授
（
上
下
水
道
工
学
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
令
和
３
年
大
学
院
工
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
（
社
会
環
境
工
学
特

別
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
博
士
課
程
担

当
（
環
境
工
学
特
別
講
義
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
令
和
５
年
工
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
教
務
セ
ン
タ
ー
長

北き
た

原は
ら

博
ひ
ろ
し

法
学
部
教
授

平
成
10
年
大
阪

市
立
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程

独
文
学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成

16
年
博
士
（
文
学
）（
大
阪
市
立
大

学
）、
平
成
19
年
本
学
法
学
部
准
教

授
、
平
成
23
年
教
授
（
ド
イ
ツ
語
な

ど
担
当
）、
令
和
６
年
教
務
セ
ン
タ
ー

長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
学
生
部
長宮み

や

入い
り

隆
た
か
し

経
済
学
部
教
授

平
成
17
年
北

海
道
大
学
大
学

院
農
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

生
物
資
源
生
産
学
専
攻
修
了
、
博
士

（
農
学
）、
平
成
17
年
北
海
道
大
学

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養
成

ユ
ニ
ッ
ト
博
士
研
究
員
、
平
成
20
年

秋
田
県
立
大
学
生
物
資
源
科
学
部
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
助
教
、
平
成
25

年
本
学
経
済
学
部
准
教
授
、
平
成
26

年
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
（
農
業
政
策
特
殊
講
義
な
ど
担

当
）、
平
成
28
年
教
授
（
食
料
・
農

業
経
済
論
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
28

年
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

担
当
（
農
村
再
編
政
策
特
殊
研
究
Ⅰ

な
ど
担
当
）、
令
和
６
年
学
生
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

佐さ

藤と
う

大だ
い

輔す
け

経
営
学
部
教
授

平
成
19
年
神
戸

大
学
大
学
院
経

営
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
課

程
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
専
攻
）

修
了
、
博
士
（
経
営
学
）、
平
成
14

年
本
学
経
済
学
部
講
師
（
経
営
管
理

な
ど
担
当
）、
平
成
15
年
本
学
経
営

学
部
講
師
、
平
成
17
年
助
教
授
、
平

成
19
年
准
教
授
（
職
名
変
更
）、
平

成
21
年
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士

課
程
担
当
（
経
営
管
理
論
特
殊
講
義

な
ど
担
当
）、
平
成
24
年
教
授
、
令

和
６
年
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
入
試
部
長鈴す

ず

木き

聡そ
う

士し

工
学
部
教
授

平
成
14
年
北
海

学
園
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科

建
設
工
学
専
攻

博
士
（
後
期
）
課
程
修
了
、博
士
（
工

学
）、
平
成
14
年
札
幌
大
学
経
済
学

部
専
任
講
師
、
平
成
16
年
同
助
教
授
、

平
成
18
年Vrije Universiteit 

Am
sterdam

客
員
研
究
員
、
平
成

20
年
本
学
工
学
部
准
教
授
、
平
成
21

年
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平

成
25
年
教
授
（
デ
ー
タ
解
析
演
習
な

ど
担
当
）、
平
成
27
年
工
学
研
究
科

博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
特
別
講
義
な

ど
担
当
）、
令
和
４
年
入
試
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
図
書
館
長田た

中な
か

綾あ
や

人
文
学
部
教
授

平
成
13
年
北
海

学
園
大
学
文
学

研
究
科
修
士
課

程
修
了
、
平
成

20
年
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
学
位
授
与
（
博
士
（
文
学
））、

平
成
20
年
本
学
人
文
学
部
准
教
授
、

平
成
26
年
教
授
（
日
本
文
学
史
Ⅱ
な

ど
担
当
）、
文
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
、平
成
29
年
文
学
研
究
科
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
日
本
言
語
・
思
想

文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ
な
ど

担
当
）、
令
和
４
年
図
書
館
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
開
発
研
究
所
長

濱は
ま

田だ

武た
け

士し

経
済
学
部
教
授

平
成
11
年
北
海

道
大
学
大
学
院

水
産
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

修
了
（
博
士
（
水
産
学
））、
平
成
10

年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、

平
成
12
年
水
産
経
営
技
術
研
究
所
研

究
員
、
平
成
14
年
東
京
水
産
大
学
水

産
学
部
助
手
、
平
成
15
年
東
京
海
洋

大
学
海
洋
科
学
部
助
手
、
平
成
18
年

同
准
教
授
、
平
成
24
年
東
京
海
洋
大

学
大
学
院
海
洋
科
学
系
准
教
授
、
平

成
28
年
本
学
経
済
学
部
教
授
（
地

域
経
済
入
門
、
地
域
経
済
論
な
ど
担

当
）、
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、博
士（
後
期
）課
程
担
当（
地

域
経
済
特
殊
研
究
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
令

和
４
年
開
発
研
究
所
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

令和７年度

近
代
社
会
に
お
い
て

人
を「
葬
る
」こ
と
の
意
味

　

人
と
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
近
現
代
ド
イ
ツ
の
宗
教
思

想
史
の
研
究
を
通
し
て
考
察
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究

で
主
要
な
研
究
対
象
と
し
て
き

た
の
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ

ル
チ
と
い
う
神
学
者
・
哲
学
者

で
す
。
一
八
六
五
年
に
ア
ウ
ク

ス
ブ
ル
ク
で
生
ま
れ
た
ト
レ
ル

チ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信

仰
を
持
つ
神
学
者
で
あ
り
な
が

ら
、「
キ
リ
ス
ト
教
は
あ
く
ま

で
歴
史
の
中
で
現
れ
た
宗
教
の

一
つ
な
の
で
、
唯
一
の
絶
対
的

な
宗
教
だ
と
は
言
え
な
い
」
と

考
え
る
「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
宗
教

理
解
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
は
首
都

ベ
ル
リ
ン
で
迎
え
、
新
た
に
成

立
し
た
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
共
和
国

の
安
定
し
た
運
営
を
願
い
つ
つ

も
一
九
二
三
年
に
死
去
し
、
火

葬
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、「
え
？
火
葬
？
」

と
違
和
感
を
持
っ
た
読
者
が
い

た
ら
、
そ
れ
は
と
て
も
鋭
い

感
覚
で
す
。
現
代
日
本
に
生
き

る
者
に
と
っ
て
、
火
葬
は
当
た

り
前
の
葬
法
で
す
が
、
百
年
前

の
ド
イ
ツ
で
は
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ド
イ
ツ
を
含
む
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
中
世
以
来
、
火
葬

は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
に
反
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

土
葬
が
一
般
的
で
し
た
。

十
九
世
紀
の
後
半
か
ら

火
葬
が
「
衛
生
的
」
な

葬
法
と
し
て
実
用
化
さ

れ
て
も
な
か
な
か
普
及

せ
ず
、
ト
レ
ル
チ
が
死

ん
だ
一
九
二
三
年
の
時

点
の
ド
イ
ツ
で
の
火
葬
率
は

５
％
足
ら
ず
で
し
た
。
ト
レ
ル

チ
は
そ
の
葬
ら
れ
方
も
ま
た

「
リ
ベ
ラ

ル
」だ
っ

た
の
で

す
（「
リ

ベ
ラ
ル
」
と
い
う
言
葉
の
意
味

は
複
雑
で
、
宗
教
的
な
文
脈
と

政
治
的
な
文
脈
で
の
違
い
も
あ

る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
深
入

り
し
な
い
で
お
き
ま
す
）。

　

ト
レ
ル
チ
の
例
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
最
近
は
近
代
社
会
に

お
け
る
「
葬
り
」
に
つ
い
て
の

議
論
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、ヘ
ー
ゲ
ル
の『
精

神
現
象
学
』
で
は
、
近
親
者
を

葬
る
こ
と
が
人
間
と
し
て
大
切

に
す
べ
き
規
範
だ
と
強
調
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
は
な
ぜ
人
を
葬

る
の
で
し
ょ
う
？　

そ
の
際
に

家
族
や
社
会
は
ど
の
よ
う
な
責

任
を
持
つ
の
で
し
ょ
う
？　

こ

の
よ
う
な
問
い
は
、
散
骨
や

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
に
注
目
が
集
ま
る
一
方

で
、
土
葬
を
望
む
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
に
不
当
な
非
難
が
寄
せ
ら

れ
る
現
代
日
本
に
お
け
る
「
葬

り
」
を
め
ぐ
る
状
況
と
も
無
縁

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人文学部准教授

小
こ

柳
やなぎ

敦
あつ

史
し

トレルチの墓石の前の筆者

　

２
０
２
５
年
に
入
り
、
北
海

道
内
外
で
大
規
模
な
道
路
陥
没

の
発
生
が
相
次
い
で
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。
普
段
何
気
な
く
利
用

し
て
い
る
道
路
が
、
あ
る
日
突

然
崩
れ
落
ち
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
ん

な
不
安
を

感
じ
た
人

も
多
い
の

で
は
な
い

で
し
ょ
う

か
。
実
は
、

道
路
陥
没

は
決
し
て
珍
し
い
現
象
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
規
模
の
大
小
を
問

わ
な
け
れ
ば
、
全
国
各
地
で
頻

繁
に
発
生
し
て
お
り
、
私

た
ち
の
す
ぐ
身
近
で
起

き
て
も
不
思
議
で
は
な

い
現
象
な
の
で
す
。
そ
の

原
因
の
一
つ
と
し
て
、
地

中
に
埋
設
さ
れ
た
管
に

土
砂
が
流
出
し
、
空
洞
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
時
間
の
経

過
と
と
も
に
こ
の
空
洞

が
拡
大
し
、
最
終
的
に
地

表
が
崩
れ
落
ち
る
の
で

す
。
ま
た
、
大
き
な
粒
子

の
間
に
存
在
す
る
小
さ

な
粒
子
が
水
流
に
よ
っ

て
流
さ
れ
る
こ
と
で
も

空
洞
が
生
ま
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
道
路
陥
没
の
原
因
は
い
く
つ

か
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
実
際

に
道
路
陥
没
が
起
き
た
現
場
で

原
因
を
特
定
で
き
な
い
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路

陥
没
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
十

分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
地
盤
工
学
に
お
け

る
重
要
な
研
究
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
に
限
ら
ず
、
私
た

ち
の
生
活
を
支
え
る
社
会

基
盤
施
設
は
す
べ
て
、
必

ず
土
と
接
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
安
全
に
維
持
す

る
た
め
に
は
、
地
盤
、
つ

ま
り
土
の
力
学
的
性
質
を

深
く
理
解
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
土
は
、
人
類
に

と
っ
て
も
っ
と
も
身
近
な

材
料
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
親
し

ん
で
き
た
存
在
で
す
が
、

実
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な

い
こ
と
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
安
心
で
安
全
な
暮
ら
し

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
う

し
た
「
土
の
理
解
」
を
よ
り
一

層
深
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

　

道
路
陥
没
や
土
砂
災
害
の
厄

介
な
点
は
、「
次
に
ど
こ
で
起
こ

る
の
か
」
を
予
測
す
る
の
が
極

め
て
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
た
と
え
災
害
の
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
て
い

た
と
し
て
も
、
地
中
は
目
に
見

え
な
い
た
め
、
現
段
階
で
は
い

つ
・
ど
こ
で
災
害
が
起
き
る
の

か
を
正
確
に
予
測
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
近
年
で
は
、
地

中
レ
ー
ダ
ー
や
３
Ｄ
マ
ッ
ピ
ン

グ
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
土
の

中
の
可
視
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
技
術
が
さ
ら
に
発
展

し
、
普
及
し
て
い
け
ば
、
発
生

時
期
の
予
測
は
難
し
く
と
も
、

陥
没
や
土
砂
災
害
な
ど
の
発
生

場
所
を
事
前
に
特
定
で
き
る
日

も
、
そ
う
遠
く
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

交通インフラを支える地盤
～見えない地中のリスクと向き合う必要性～

工
学
部
准
教
授所と

こ
ろ

哲て
つ

也や
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循
環
経
済
へ
向
か
う
に
は
、
資

源
の
循
環
と
再
生
の
し
く
み
を
構

築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。〝
も
っ

た
い
な
い
〞
の
精
神
で
は
な
い
が
、

何
か
を
修
理
す
る
時
に
自
分
で
修

理
で
き
る
こ
と
、
長
く
使
う
こ
と

が
、
循
環
と
再
生
に
貢
献
す
る
こ

と
で
あ
る
。こ
れ
は
、エ
レ
ン
・
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
財
団
が
提
案
す
る
バ
タ

フ
ラ
イ
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
に
お
い
て

も
最
も
地
球
に
負
荷
を
か
け
な
い

方
法
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
に

お
い
て
は
、
こ
の
精
神
は
古
く
か

ら
あ
る
。
建
築
に
お
い
て
も
そ
の

作
法
は
重
要
で
、
質
を
大
事
に
し

つ
つ
長
く
使
う
こ
と
が
重
要
な
意

味
を
持
つ
。

　

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
、
ご

自
宅
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
場
合

に
、
こ
の
手
立
て
を
お
持
ち
だ
ろ
う

か
？　

こ
の
研
究
は
、
そ
の
問
い
が

出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。
窓
ガ
ラ
ス

が
割
れ
た
場
合
、
通
常
は
管
理
会
社

や
工
務
店
に
電
話
を
か
け
、
数
週
間

待
っ
た
あ
と
に
、
や
っ
と
職
人
が
来

て
新
品
の
ガ
ラ
ス
に
交
換
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
廃
棄
と
新
製
品

の
加
工
、
運
搬
）
と
時
間
が
か
か
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
自
分
で
で
き
る
手

立
て
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

自
ら
簡
単
に
取
り
外
し
直
す
、
も
し

く
は
店
頭
で
再
生
キ
ッ
ド
が
売
っ
て

い
た
ら
、
取
り
換
え
前
提
の
し
く
み

を
循
環
と
再
生
に
変
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
薄
板
ガ
ラ

ス
に
着
目
し
自
ら
の
手
で
窓
ガ
ラ

ス
を
つ
く
り
直
せ
る
の
か
を
学
生
と

と
も
に
検
証
し
た
。
い
わ
ば
素
人
で

も
実
行
可
能
か
検
証
し
た
わ
け
で
あ

る
。
使
用
す
る
薄
板
ガ
ラ
ス
は
極
め

て
軽
量
で
あ
り
、
簡
単
に
取
り
回
し

が
で
き
る
重
量
で
あ
る
。
薄
板
ガ
ラ

ス
は
、
現
在
は
建
築
用
で
は
な
く
、

携
帯
電
話
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
に
用

い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、厚
み
は
０
・

５
㎜
か
ら
２
㎜
程
度
で
あ
る
。
薄
板

ゆ
え
の
悩
み
（
荷
重
時
変
形
が
大
き

い
）
が
あ
り
、
建
築
用
に
用
途
を
見

出
せ
な
い
で
い
る
が
、
産
業
界
か
ら

用
途
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
観
点
か
ら
も
、
薄
板
ガ
ラ
ス
の
建

築
へ
の
適
用
に
挑
戦
し
た
。

　

今
回
の
学
術
研
究
助
成
で
は
、
窓

用
複
層
ガ
ラ
ス
を
薄
板
ガ
ラ
ス
で

自
ら
製
作
し
分
解
し
再
製
作
を
行
っ

た
。
ガ
ラ
ス
の
複
層
化
に
は
様
々
な

技
術
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
性
能
を
担

保
し
つ
つ
、
構
成
部
材
の
必
要
可
否

を
判
断
し
た
。
構
成
材
を
変
更
し
な

が
ら
分
解
／
再
生
の
し
や
す
さ
を
検

証
し
た
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
の

案
は
、
一
般
的
な
窓
ガ
ラ
ス
よ
り
も

分
解
し
や
す
く
性
能
も
担
保
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。
耐
久
性
も
確
認
し

て
い
る
が
、
複
層
ガ
ラ
ス
が
パ
ン
ク

す
る
よ
う
な
こ
と
も
な
い
。
そ
れ

で
も
新
品
同
様
に
き
れ
い

に
分
解
で
き
る
わ
け
で
は

な
く
、
シ
ー
リ
ン
グ
材
が

残
っ
て
し
ま
う
。
シ
ー
リ
ン
グ
材
の

打
ち
継
ぎ
は
可
能
で
あ
る
が
、〝
本

当
に
必
要
な
分
解
具
合
〞
の
見
極
め

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

本
取
り
組
み
が
、
建
築
を
長
く
使

う
作
法
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
社
会
ス

ト
ッ
ク
で
あ
る
建
築
を
循
環
／
再
生

さ
せ
、
持
続
可
能
な
し
く
み
を
醸
成

し
た
い
。
学
術
研
究
助
成
の
成
果
を

大
事
に
し
、
循
環
と
再
生
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
く
。

静
岡
県
清
水
市
生
ま
れ
。
東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
東
京
理
科
大
学
大

学
院
理
工
学
研
究
科
建
築
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士（
工
学
）。
日
本
板
硝
子
株
式
会
社
、オ
ー

ヴ
・
ア
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（A

rup

）、
ス
イ
ス
・
リ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
エ
ス
イ
ー
（Sw

issRe

）
を
経
て
、
現
職
。
新
千
歳
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
等
の
外
装
設
計
を
行
う
。
専
門
は
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
エ
ン
ベ

ロ
ー
プ
、
フ
ァ
サ
ー
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
。

持
続
可
能
な
資
源
の
循
環
と
再
生
の
し
く
み

薄板断熱ガラスの開発研究

北海学園学術研究助成事業報告33

研究
課題

北海学園学術研究助成事業報告33

工学部教授  三
み

澤
さわ

温
ゆたか

デンマーク／デンマーク国際問題研究所

（専門：地域研究）

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

法学部准教授 高
たか

橋
はし

美
み

野
の

梨
り

　

科
研
費
（
国
際
共
同
研
究
強

化
Ａ
）
の
支
援
を
受
け
て
、
受

入
研
究
者
と
の
密
な
対
話
を
土

台
に
、
調
べ
て
、
考
え
て
、
書
く

と
い
う
贅
沢
な
日
々
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
主
題
は
、
捕
鯨
は
環
境
犯

罪
で
あ
る
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

＝
ア
メ
リ
カ
の
時
空
に
お
け
る

非
消
費
的
な
価
値
付
け
と
、
人

間
―
自
然
の
互
酬
的
関
係
に
根

ざ
す
デ
ン
マ
ー
ク

領
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド

の
先
住
民
生
存
捕
鯨
と

の
交
点
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
こ
と
で
し
た
。

滞
在
４
か
月
目
に
は
、

環
境
活
動
家
ポ
ー
ル
・

ワ
ト
ソ
ン
が
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
で
勾
留
さ
れ
る

事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

日
本
の
「
レ
ッ
ド
ノ
ー

テ
ィ
ス
」
に
基
づ
く
対

応
で
あ
っ
た
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
地
で
反
捕
鯨
デ
モ
が
広
が

る
中
、
捕
鯨
政
治
に
焦
点
を
あ

て
た
ポ
リ
シ
ー
ブ
リ
ー
フ
の
執

筆
や
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・
メ

デ
ィ
ア
へ
の
出
演
の
機
会
も
頂

き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
の
フ
ル
ペ
ー

パ
ー
を
も
と
に
英
文
単
著
の
執

筆
を
進
め
て
い
た
矢
先
、
今
度

は
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
に
よ

る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
所
有
と

管
理
に
関
す
る
発
言
が
飛
び
出

し
ま
し
た
。
滞
在
９
か
月
目
、

２
０
２
４
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

シ
ー
ズ
ン
中
の
出
来
事
で
し
た
。

こ
の
発
言
に
関
連
し
て
生
じ
た

一
連
の
仕
事
は
、
私
生
活
に
も

影
響
が
出
て
し
ま
う
ほ
ど
に
大

き
な
も
の
で
し
た
が
、
リ
ア
リ

ズ
ム
が
気
に
も
留
め
な
か
っ
た

「
辺
境
の
島
」
に
、
光
の
波
動
が

か
す
か
に
及
ぶ
瞬
間
を
、
そ
し

て
そ
れ
に
伴
っ
て
現
地
社
会
が

支
持
と
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
渦

中
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
様
相

を
、
肌
で
感
じ
取
る
機
会
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

通
算
12
年
目
と
な
る
デ
ン

マ
ー
ク
滞
在
で
し
た
。
こ
れ
ま

で
と
の
大
き
な
違
い
は
家
族
４

人
で
の
滞
在
だ
っ
た
こ
と
で
す

が
、
現
地
の
小
学
校
に
楽
し
そ

う
に
通
う
上
の
娘
の
姿
は
、
33

年
前
の
自
分
自
身
を
追
体
験
す

る
よ
う
な
、
懐
か
し
さ
を
呼
び

起
こ
す
も
の
で
し
た
。

　

着
任
４
年
目
で
在
外
研
修
に

行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ま

た
前
職
か
ら
持
ち
込
ん
だ
科
研

費
に
よ
る
活
動
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
点
が

多
く
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と

は
重
々
承
知
し
て

お
り
ま
す
。
御
礼
を
申
し
上
げ

る
べ
き
方
々
は
多
く
、
ど
こ
か

ら
手
を
付
け
て
よ
い
か
分
か
ら

な
い
ほ
ど
で
す
が
、
滞
在
中
も

変
わ
ら
ず
ご
対
応
く
だ
さ
っ
た

同
僚
の
先
生
方
な
ら
び
に
事
務

の
皆
さ
ま
に
は
、
多
大
な
る
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

研究所のセミナー

日
々
を
過
ご
し
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の

「
カ
ー
ル
ス
ベ
ア
・
ビ
ュ
ー
ン
」
地
区

地方自治体における非正規公務員問題

　

研
究
の
た
め
の
ま
と
ま
っ
た

時
間
が
欲
し
い
│
│
本
学
に
職
を

得
て
か
ら
20
余
年
と
な
り
ま
す

が
、
焦
り
に
も
似
た
そ
の
思
い

が
年
々
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

教
育
活
動
も
大
学
運
営
の
た
め

の
業
務
も
社
会
へ
の
研
究
成
果

の
還
元
も
、
ど
れ
も
重
要
で
す
。

し
か
し
、
肝
心
要
の
研
究
を
進
め

る
時
間
の
確
保
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
本
学

に
限
ら
ず
大
学
で
働
く
多
く
の

教
員
か
ら
聞
か
れ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
２
０
２
４

年
度
か
ら
本
学
で
導
入
が
予
定

さ
れ
て
い
た
国
内
研
修
制
度
に

手
を
挙
げ
ま
し
た
。
制
度
利
用

の
第
１
号
で
す
。

　

普
段
は
、
会
議
や
外
で
の
仕
事

で
真
っ
黒
だ
っ
た
手
帳
が
、
研

修
中
は
書
き
込
む
こ
と
が
何
も

な
く
な
り
手
帳
を
み
る
習
慣
も

な
く
な
り
ま
し
た
。
諸
活
動
に

分
散
し
て
い
た
力
を
研
究
に
「
全

集
中
」
し
、
一
日
中
文
献
を
読

み
あ
さ
り
、
調
査
活
動
に
出
か

け
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
日
々

を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

研
修
中

の
調
査
・

研
究
テ
ー

マ
は
、
非

正
規
公
務

員
制
度
な

ど
、
地
方

自
治
体

に
お
け
る

公
務
非
正

規
問
題
で

す
。
い
ま

や
４
割
に

達
し
よ
う
と
す
る
非
正
規
雇
用

問
題
が
日
本
社
会
・
経
済
の
宿
痾

と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
と
お
り
で

す
。
こ
の
問
題
は
公

務
員
の
世
界
に
も
み

ら
れ
、
地
方
自
治
体

で
働
く
非
正
規
公
務

員
は
１
０
０
万
人
を

超
え
て
い
ま
す
。
自

治
体
に
よ
っ
て
は
そ

の
割
合
は
半
数
を
超

え
ま
す
。
事
務
職
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
や
介
護
、
看
護

師
・
保
健
師
な
ど
の

医
療
職
、
学
校
の
先

生
や
用
務
員
・
給
食

調
理
員
、
図
書
館
職

員
、
各
種
の
相
談
員

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
に
彼
ら
は
従
事

し
て
い
ま
す
。
不
安

定
な
雇
用
・
低
賃
金

で
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
守
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
コ
ロ
ナ
禍
で
「
発
見
」
さ

れ
ま
し
た
が
、
非
正
規
公
務
員

も
そ
の
一
群
で
す
。

　
「
彼
ら
」
と
書
き
ま
し
た
が
、

そ
の
多
く
は
女
性
で
、
こ
こ
に

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
問
題

が
み
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、
民
間

の
非
正
規
雇
用
制
度
と
異
な
り
、

雇
い
止
め
な
ど
に
対
す
る
救
済

や
権
利
保
障
の
仕
組
み
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
こ
の
非

正
規
公
務
員
制
度
の
特
徴
で
す
。

そ
の
よ
う
な
雇
用
が
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
こ
と
に

調
査
・
研
究
で
問
題
提
起
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　

研
修
の
一
年
は
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
成
果
を
こ
れ
か
ら
教

育
や
社
会
活
動
で
還
元
し
て
い

き
ま
す
。
研
修
期
間
中
も
、
研
究

者
や
労
働
組
合
、
自
治
体
議
員
ら

と
研
究
成
果
を
共
有
し
て
き
ま

し
た
（
写
真
）。
北
海
道
の
非
正

規
公
務
員
問
題
に
関
す
る
書
籍

の
出
版
も
今
夏
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
研
修
に
送
り
出
し
て
く
だ

さ
っ
た
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
心

か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
ど
も
の
読
書
促
進
に
つ
い

て
異
議
を
唱
え
る
大
人
は
い

な
い
。
一
方
こ
ど
も
の
周
囲
に

は
、
読
書
よ
り
魅
力
的
な
電

子
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
に

一
石
を
投
じ
る
形
で
、
世
界
的

建
築
家
で
あ
る

安
藤
忠
雄
氏
に

よ
る
「
こ
ど
も

本
の
森
」
が
建

設
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
４

月
現
在
日
本
に
４
館
開
館
さ
れ

て
い
る
。
建
物
は
安
藤
氏
か
ら

の
寄
贈
、
運
営
は
行
政
へ
引
き

継
が
れ
る
形
だ
。
貸
出
は
行

わ
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

ブ
ッ
ク
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に

よ
る
選
り
す
ぐ
り
の
絵
本

を
中
心
と
し
た
本
を
館
内

で
楽
し
め
る
。
一
番
新
し

く
開
館
し
た
、「
こ
ど
も

本
の
森　

熊
本
」
を
見
学

し
た
。
職
員
の
方
に
訪

問
者
層
を
お
聞
き
す
る

と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

や
熊
本
に
台
湾
の
半
導
体

会
社
が
で
き
た
影
響
か
台

湾
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
圏
の

子
連
れ
も
見
か
け
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
印
象

的
で
あ
っ
た
の
は
、
立
地
が
熊

本
県
立
図
書
館
の
児
童
室
と
隣

接
し
て
い
た
こ
と
だ
。
館
内
放

送
で
「
気
に
入
っ
た
本
が
あ
れ

ば
、
県
立
図
書
館
で
借
り
ら
れ

ま
す
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

あ
っ
た
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ

る
観
光
資
源
の
一
つ
と
し
て
の

役
割
と
、
地
元
に
と
っ
て
は
、

「
こ
ど
も
本
の
森
」を
き
っ

か
け
に
継
続
的
な
図
書
館

利
用
や
貸
出
に
つ
な
が
る

可
能
性
を
感
じ
た
。

　

５
館
目
の
「
こ
ど
も
本

の
森
」
は
、
２
０
２
６
年

夏
に
北
海
道
大
学
構
内
に

開
館
予
定
だ
。
世
界
的
に

知
ら
れ
た
安
藤
忠
雄
建
築

に
興
味
を
持
つ
観
光
客
、

日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
需

要
も
見
込
ま
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
大
学
の
地
域
開

放
と
い
う
社
会
貢
献
で

も
あ
る
。
ま
た
札
幌
駅
近
郊
に

あ
り
な
が
ら
も
、
自
然
豊
か
な

キ
ャ
ン
パ
ス
は
ま
さ
に
「
森
」

で
あ
り
、
こ
ど
も
が
読
書
に
親

し
む
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
。

し
か
し
最
も
大
事
な
こ
と
は
、

継
続
的
な
こ
ど
も
読
書
推
進
へ

つ
な
げ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。「
大
学
」
と
「
こ
ど
も
」

と
い
う
一
見
か
け
離
れ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
が
継
続
的
な
こ
ど
も
の

読
書
を
促
進
す
る
役
割
を
果
た

す
た
め
に
必
要
な
一
つ
と
し

て
、
図
書
館
と
の
「
連
携
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
絶
好
の
機

会
を
真
に
こ
ど
も
の
読
書
推
進

へ
つ
な
げ
る
た
め
に
今
後
の
展

開
に
期
待
し
た
い
。

こどもの読書推進に期待

経
済
学
部
教
授

北き
た

口ぐ
ち

己み

津つ

子こ

トピックストピックス
7979

北
海
学
園
大
学
出
版
会

学
術
書
２
冊
刊
行

　

昨
年
度
、
北
海
学
園
大
学
出

版
会
か
ら
学
術
書
２
冊
、
12
月

28
日
に
松
浦
努
（
経
済
学
研
究

科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退

学
）
著
『
馬
喰
の
流
通
経
済
学

的
研
究
│
北
海
道
蘭
越
町
・
八

雲
町
・
森
町
・
七
飯
町
の
事
例

を
中
心
と
し
て
│
』、
３
月
31
日

に
松
浦
和
宏
（
関
西
学
院
大
学
経

済
学
部
准
教
授
）
著
『
喪
失
と

死
者
│
Ｆ
・
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ィ
ッ

ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
短
編
小
説
│
』

が
刊
行
さ
れ
た
。

　

前
者
は
『
神
奈
川
大
学
評
論
』

１
０
８
に
て
、
本
学
卒
業
生
で

直
木
賞
作
家
の
河
﨑
秋
子
氏
が
、

農
家
出
身
で
あ
る
自
身
の
経
験

を
踏
ま
え
て
「
馬
喰
と
い
う
職
業

の
正
の
側
面
と
負
の
側
面
、
両

面
に
お
い
て
深
く
理
解
が
進
む
。

道
南
地
方
の
農
家
に
馬
喰
の
実

際
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を

し
た
、
詳
細
な
結
果
が
興
味
深

い
」
と
書
評
を
寄

せ
て
い
る
。

　

出
版
物
は
現
在
、

北
海
学
園
大
学
生

協
、
北
海
道
大
学

生
協
ク
ラ
ー
ク
店
、

紀
伊
國
屋
書
店
札

幌
本
店
、
Ａ
ｍ
ａ

ｚ
ｏ
ｎ
で
販
売
し

て
い
る
。
お
問
い

合
わ
せ
は
、
庶
務

課
学
術
・
国
際
交

流
係
ま
で
。

 『喪失と死者
─Ｆ・スコット・
フィッツジェラルドの短編小説─』

松浦和宏 著

 『馬喰の
　流通経済学的研究
─北海道 蘭越町・八雲町・森町・
七飯町の事例を中心として─』
松浦努 著
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本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員
の

研
究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と
と

も
に
紹
介
す
る
「
研
究
室
を
訪

ね
て
」。
第
十
九
回
は
、
構
造
力

学
、
構
造
解
析
学
な
ど
の
授
業

を
担
当
す
る
工
学
部
の
金
澤
健

准
教
授
の
登
場
で
す
。

ー
ー
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

金
澤

青
森
県
七
戸
町
で
す
。

ー
ー
ご
専
門
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

学
と
構
造
工
学
で
、
研
究
テ
ー
マ

は
「
凍
結
融
解
作
用
に
よ
り
劣

化
し
た
既
設
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
残
存
評
価
」
で
す

ね
。
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
研
究
に
興
味
を
持
た

れ
た
の
で
す
か
？

金
澤
　
私
が
北
海
道
大
学
工
学

部
に
入
っ
た
当
時
は
、
２
年
時
に

そ
の
先
、
土
木
、
建
築
、
衛
生

な
ど
の
選
択
肢
か
ら
専
門
を
決

め
る
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
そ
の

時
、
お
も
し
ろ
い
授
業
が
２
つ

あ
っ
た
ん
で
す
が
、
ど
ち
ら
の

先
生
も
土
木
工
学
の
中
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
中
心
に
研
究
さ
れ

て
い
る
方
だ
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。

　

当
時
は
、
社
会
に
役
立
つ
か

ど
う
か
は
関
係
な
く
、「
こ
の
研

究
を
し
て
い
る
の
は
世
界
で
自

分
だ
け
」
と
い
う
気
持
ち
で
し

た
。
そ
の
感
覚
は
研
究
の
お
も

し
ろ
さ
と
一
体
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
し
、
そ
の
後
も
研
究
を
続

け
る
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

ーー
そ
の
研
究
と
は
？

金
澤
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作
っ

て
凍
ら
せ
て
溶
か
し
て
ま
た
凍

ら
せ
て
…
を
繰
り
返
し
た
後
で

力
を
か
け
て
、
ど
れ
く
ら
い
弱

く
な
る
か
を
調
べ
る
研
究
で
す
。

こ
の
テ
ー
マ
で
卒
業
論
文
を
書

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
お
も
し

ろ
く
て
、
将
来
は
大
学
の
先
生
に

な
り
た
い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
大
学
院
に
進
ん

で
博
士
号
を
取
ら
な
い
と
い
け

な
い
。
と
な
る
と
27
歳
ま
で
給

料
を
も
ら
え
な
い
け
れ
ど
、
ま

あ
、
い
い
か
と
。
そ
う
思
え
た

の
は
、
私
は
一
人
っ
子
で
、
お

も
し
ろ
い
と
思
っ
た
ら
突
っ
走

る
性
格
を
両
親
が
理
解
し
、
許

容
し
て
く
れ
る
環
境
だ
っ
た
か

ら
で
す
ね
。

ー
ー
そ
う
し
て
大
学
時
代
か
ら
コ

ン
ク
リ
ー
ト
研
究
ひ
と
筋
で
来

ら
れ
た
の
で
す
ね
。

金
澤
　
さ
っ
き
の
話
と
矛
盾
す

る
よ
う
で
す
が
、
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
学
生
時
代
に
好
き
だ
っ

た
の
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う

よ
り
、
紙
と
ペ
ン
で
計
算
す
る

こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
学
院
２
年
生
の
時
に
は
計
算

に
熱
中
す
る
余
り
地
下
鉄
を
乗

り
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
（
笑
）。

ー
ー
今
、
先
生
に
と
っ
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
魅
力
と
は
何
で
す

か
？

金
澤
　
ま
ず
、
す
ご
く
た
く
さ

ん
使
わ
れ
て
い
て
社
会
へ
の
影

響
力
が
大
き
い
こ
と
で
す
。
地

球
上
で
は
水
に
つ
い
で
多
く
存

在
す
る
の
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
非
人
間
的
で
冷
た

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、

目
の
敵
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
セ
メ
ン
ト
と
砂
と
砂
利
と
水

を
か
き
混
ぜ
た
ら
で
き
る
も
の
。

資
源
の
乏
し
い
日
本
で
も
自
給

自
足
し
や
す
い
の
も
特
徴
で
す
。

ー
ー
凍
結
融
解
を
繰
り
返
す
こ
と

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
劣
化
し
や

す
い
北
海
道
で
は
、
イ
ン
フ
ラ

の
更
新
や
補
修
が
喫
緊
の
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

金
澤
　
地
震
の
よ
う
な
突
発
的

な
災
害
が
な
く
と
も
、
突
然
橋

が
落
ち
る
と
い
っ
た
よ
う
な
事

故
が
海
外
で
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。
こ
れ
は
決
し
て
対
岸
の

火
事
で
は
な
く
、
埼
玉
県
八
潮

市
で
起
き
た
道
路
陥
没
の
よ
う

な
重
大
事
故
が
橋
で
も
起
こ
り

得
る
時
代
に
な
っ
た
と
考
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
楽
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
を
作
る
た
め
の
材
料
と

し
て
最
近
興
味
を
持
っ
て
い
る

の
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
、
鉄

筋
で
は
な
く
、
繊
維
を
入
れ
る

繊
維
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
す
。

ー
ー
繊
維
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
補

強
で
き
る
の
で
す
か
。

金
澤
　
え
え
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
錆
が
大
敵
で
す
。
鉄
筋
が

錆
び
る
と
膨
張
し
、
そ
れ
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
・
破
壊
に

繋
が
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
錆

び
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
補
強

材
と
し
て
、
合
成
繊
維
の
ビ
ニ

ロ
ン
（
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー

ル
）
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ビ
ニ
ロ
ン
は
引

張
強
度
に
優
れ
、
紫
外
線
や
天

候
に
よ
る
劣
化
が
少
な
く
、
酸
、

ア
ル
カ
リ
な
ど
、
多
く
の
薬
品

に
強
い
と
い
う
特
長
が
あ
り
ま

す
。

ー
ー
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
補
強
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
繊
維
は

す
ご
く
太
い
の
で
し
ょ
う
か
？

金
澤
　
い
え
。
１
本
１
本
は
と

て
も
細
く
て
、
極
細
の
パ
ス
タ

く
ら
い
の
も
の
や
、
髪
の
毛
よ

り
細
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
卒

業
研
究
で
は
こ
の
繊
維
を
ど
の

く
ら
い
の
力
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
引
っ
こ
抜
け
る
か
の
実
験

を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ー
ー
お
も
し

ろ
そ
う
で
す
。

繊
維
補
強
コ

ン
ク
リ
ー
ト

は
も
う
実
用

化
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
？

金
澤
　
新
し

い
構
造
物
へ

の
適
用
は
ま

だ
限
定
的

で
、
既
設
構

造
物
の
補
修

と
い
っ
た
目

的
で
使
わ
れ

る
の
が
メ
イ

ン
と
い
う
状

況
で
す
。
こ

れ
が
普
及
し
た
ら
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
ず
い
ぶ
ん
楽
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

ーー
最
先
端
の
研
究
で
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
す
。
最
後
に
学
生
の
皆
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

金
澤
　
役
に
立
つ
、
立
た
な
い
と

い
う
も
の
さ
し
で
も
の
ご
と
を

判
断
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
時
、
他
人
の
も

の
さ
し
を
取
り
込
ん
で
し
ま
っ

て
は
い
ま
せ
ん
か
？　

大
学
で

勉
強
す
る
と
い
う
こ
と
は
自
分

の
も
の
さ
し
を
持
つ
と
い
う
こ

と
。
勉
強
は
時
間
の
関
数
な
の

で
、
勉
強
す
る
前
の
自
分
と
勉

強
し
た
後
の
自
分
は
別
人
で
す
。

そ
こ
が
勉
強
の
お
も
し
ろ
さ
で

あ
り
、
効
用
だ
と
思
い
ま
す
。
今

の
自
分
に
と
っ
て
取
る
に
足
ら

な
い
と
感
じ
て
も
、
簡
単
に
「
役

に
立
た
な
い
」
と
判
断
し
な
い

思
考
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

工学部社会環境工学科    

金
か な

澤
ざ わ

健
たける

准教授

【構造力学 I・Ⅱ・演習】

研究室を
訪ねて Vol.
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北海道大学大学院工学院北方圏環
境政策工学専攻博士後期課程修了。
博士（工学）（北海道大学）。研究テー
マは凍結融解作用により劣化した既
設鉄筋コンクリート構造物の残存耐
力評価。

金澤先生の
プチ解説

　画用紙は平らなままだとすぐにつぶれてしま
いますが、蛇腹に折ると、上に 500ml 入りペッ
トボトルを載せても簡単にはつぶれません。こ
の強さの秘密は、曲がることで支える構造から、
圧縮で支える構造に変わる点にあります。ダン
ボールにもこの仕組みが活かされています。
　同様に、ただの1本橋は弱いですが、三角形
を組み合わせて蛇腹のように構成すれば、材料
を短く使いつつ圧縮で支えられる強い構造にな
ります。これが「トラス橋」と呼ばれる構造です。
構造力学は、このように強くて安全なものをつ
くるための学問です。

力を支えるつくりの変化

2024年度はタウシュベツ川橋梁を学生と見学

鉄
筋
の
代
わ
り
に

合
成
繊
維
で
補
強

計
算
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
原
点
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
深
掘
り
す
る

　
「
財
務
会

計
」
と
「
財

務
分
析
」
を

担
当
い
た
し

ま
す
。専
門
は
財
務
会
計
で
す
が
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
に
関
連

す
る
分
野
の
研
究
も
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
以
前
は
、
出
身
地
で

あ
る
大
分
県
内
の
商
工
会
に
勤
務

し
て
お
り
、
会
員
企
業
に
対
す
る

記
帳
指
導
、
金
融
指
導
、
事
業
計

画
の
策
定
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
研
究
や
実
務
経

験
を
講
義
の
内
容
に
反
映
し
、
学

生
の
皆
さ
ん
に
は
、
理
論
と
実
務

の
つ
な
が
り
を
意
識
し
つ
つ
、
財

務
会
計
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
年
度
よ

り
日
本
政
治

史
を
担
当
い

た
し
ま
す
。

今
か
ら
一
〇
〇
年
前
、
明
治
憲
法

下
に
お
い
て
二
つ
の
政
党
が
連
続

し
て
政
権
を
担
当
す
る
時
代
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
時
代
に
生
じ
た

さ
ま
ざ
ま
な
政
治
課
題
は
、
戦
後

日
本
で
も
形
を
変
え
て
存
在
し
て

い
ま
す
。
当
時
を
生
き
た
人
び
と

の
感
覚
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
歴
史
を
研
究
す
る
こ
と
の
大

き
な
魅
力
で
す
。
そ
の
世
界
観
を

リ
ア
ル
に
体
感
で
き
る
よ
う
な
講

義
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
歴
史
の

積
み
重
ね
の
う
え
に
今
の
政
治
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

　

こ
ん
に
ち

は
、津
田
（
商

法
）
で
す
。

北
海
道
に
縁

も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
私
が
道
民

の
仲
間
入
り
を
し
て
は
や
５
年

目
。
札
幌
は
良
い
街
で
す
ね
。
ス

イ
ー
ツ
が
お
い
し
い
。
私
の
出
身

地
・
神
戸
も
ス
イ
ー
ツ
王
国
で
す

が
、
神
戸
は
伝
統
的
な
欧
風
洋
菓

子
が
名
物
な
の
に
対
し
て
、
北
海

道
は
牛
乳
な
ど
の
素
材
の
味
が
そ

の
ま
ま
活
き
て
い
る
の
が
魅
力

的
！　

北
海
道
で
趣
味
の
お
菓
子

作
り
の
腕
を
磨
き
、
人
生
に
一
区

切
り
つ
い
た
ら
静
か
で
小
さ
な
カ

フ
ェ
を
開
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
諸
々
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
よ

り
教
職
課
程

で
講
師
を
務

め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
田
中
弥
栄
子
で
す
。

教
職
総
合
演
習
、
教
職
実
践
演
習

の
他
に
、
英
語
科
教
育
法
Ⅰ
・
Ⅱ
、

Ⅳ
を
担
当
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

英
語
そ
の
も
の
を
中
学
生
に
教
え

て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は「
英

語
を
教
え
る
こ
と
を
教
え
る
」
と

い
う
こ
と
で
、
少
し
戸
惑
い
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

何
か
の
ご
縁
で
こ
ち
ら
で
の
お
仕

事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
現
場
で

の
経
験
を
活
か
し
、
教
員
を
目
指

す
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の
支
援
が
で

き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
春
よ

り
、
北
海
学

園
大
学
工
学

部
建
築
学
科

に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
南

米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
の
出
身

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
大

学
・
研
究
機
関
に
於
い
て
建
築

構
造
学
お
よ
び
防
災
工
学
分
野
の

研
究
・
教
育
活
動
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
特
に
、
地
震
や
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
に
強
い
建
物

の
研
究
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
国
際
的
な
視
点
を
取
り

入
れ
た
展
開
も
テ
ー
マ
に
、
学
園

関
係
者
の
皆
様
と
の
関
わ
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
教
育
と
研
究
に

励
ん
で
参
り
ま
す
。①

小
樽
商
科

大
学
商
学
部

商
学
科
②
観

光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
③
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
一
日
で

も
早
く
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
琉
球
大
学

大
学
院
地
域

共
創
研
究
科

②
考
古
学
を

専
攻
し
、
琉
球
列
島
の
先
史
時
代

文
化
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
し

た
。
③
１
日
で
も
早
く
戦
力
と
な

れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

①
北
海
学
園

大
学
人
文
学

部
日
本
文
化

学
科
②
大
石

ゼ
ミ
「
映
像
論
」。
前
職
は
室
蘭
・

札
幌
の
官
公
庁
で
庶
務
等
の
管
理

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
③

一
日
で
も
早
く
戦
力
と
な
り
母
校

の
更
な
る
発
展
に
貢
献
し
た
い
で

す
。
北
海
学
園
に
関
わ
る
皆
様
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

る
と
は
思
い
ま
す
が
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
教
員
挨
拶

川か
わ

津づ

大だ
い

樹き

経
営
学
科

講
師

経
営
学
部

十そ

河ご
う

和か
ず

貴た
か

政
治
学
科

准
教
授

法
学
部

津つ

田だ

裕ゆ
う

介す
け

法
律
学
科

准
教
授

田た

中な
か

弥や

栄え

子こ

英
米
文
化
学
科

（
教
職
課
程
）講
師

人
文
学
部

カ
ス
ト
ロ
ホ
ワ
ン
ホ
セ

建
築
学
科

教
授

工
学
部

新
任
職
員
紹
介

①
出
身
学
校
・
学
部
・
学
科

②
所
属
ゼ
ミ
及
び
テ
ー
マ
／

　
前
職
の
業
務
内
容

③
抱
負

中な
か

原は
ら

沙さ

彩あ
や

法
学
部

書
記

松ま
つ

久ひ
さ

楓か
え
で

工
学
部

書
記

藤ふ
じ

林ば
や
し

幹み
き

生お

事
務
部
庶
務
課

書
記
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2000年度道展出品（油彩50号）
豊平校舎１号館１階北側通路展示

『涼の装い』
岸田 賢治

《プロフィール》1918 年札幌市生
まれ。元北海道新聞社勤務。北
海道美術協会（道展）会員、油
絵会員、1990 年道新文化セン
ター講師。1944 年第 20 回展初
出品入選・協会賞、1948 年第 23
回展協会賞・大衆賞・会友推挙、
1949 年第 24 回展会員推挙。



2025年（令和7年）6月1日 第142号 （6）

新 学部長・研究科長に聞く!  今年度新しく就任した人文学部長・森川慎也人文学部教授、
経済学研究科長・石井健経済学部教授に、今度の取り組みや抱負などを伺った。

│
経
済
学
研
究
科
長
と
し
て
の
抱
負
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
立
大
学
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
厳

し
く
、
定
員
割
れ
が
起
こ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
退
潮
的
な
風

潮
の
中
で
、
北
海
道
の
大
学
院
教
育
の
場

を
維
持
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

│
経
済
学
研
究
科
で
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
学
院
で
学
ぶ
こ
と
が
、
研
究
者
に
な

る
た
め
の
場
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
一
方
で
、
就
職
後
あ
る
い
は
退
職
後

に
、
大
学
で
改
め
て
も
う
一
度
勉
強
し
た

い
、
と
い
う
い
わ
ゆ
る
リ
カ
レ
ン
ト
、
リ

ス
キ
リ
ニ
ン
グ
と
い
う
形
で

の
大
学
院
の
役
割
が
、
次
第

に
増
え
て
き
て
い
る
状
況
が

あ
り
ま
す
。
か
つ
て
の
生
涯

教
育
と
は
別
に
、
さ
ら
に
も
っ

と
専
門
的
な
と
こ
ろ
を
目
的

を
持
っ
て
学
び
た
い
と
い
う

人
が
増
え
て
い
る
の
で
、
そ

の
人
た
ち
が
し
っ
か
り
と
プ

ラ
ス
の
専
門
性
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

な
環
境
、
教
育
体
制
を
整
え
て
い
け
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

│
経
済
学
研
究
科
長
と
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
か
。

経
済
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
深
め

て
大
学
院
を
出
た
後
に
、
社
会
で
ど
う
活

か
せ
る
の
か
が
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
よ
り
も
生
活

が
向
上
す
る
、
例
え
ば
賃
金
が
高
く
な
る

こ
と
の
要
因
と
し
て
使
え
る
な
ど
、
明
確

な
形
が
一
般
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん

だ
ろ
う
な
と
。
日
本
の
場
合
、
バ
ブ
ル
崩

壊
か
ら
の
停
滞
状
況
、
低
賃
金
・
長
時
間

労
働
と
い
う
の
を
収
益
ベ
ー
ス
に
し
た
経

営
が
ス
パ
イ
ラ
ル
状
態
に
し
て
い
る
。
そ

こ
を
脱
却
す
る
た
め
の
政
策
、
構
造
転
換

に
関
わ
る
動
き
に
少
し
で
も
力
が
発
揮
で

き
れ
ば
。
私
立
大
学
の
規
模
が
縮
小
し
て

い
く
中
で
、
北
海
道
と
大
都
市
と
の
地
域

格
差
が
進
ま
な
い
よ
う
に
教
育
の
場
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

│
学
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
院
生
は
、
学
部
の
時
の
よ
う
に
先

生
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
使
っ
て
ス
キ
ル

を
高
め
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
や
は
り
大
学
院
に
進
ん
だ
場

合
は
院
生
が
自
主
的
に
課
題
を
設
定
し
、

必
要
な
情
報
を
集
め
、
分
析
し
、
新
し

い
知
見
を
発
見
し
て
い
く
も
の
で
す
。
そ

う
す
る
と
大
学
院
に
来
て
何
を
し
た
い
の

か
、
何
を
深
め
た
い
の
か
と
い
う
問
題
意

識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
も
ら
う
の
が
一
番

大
事
な
と
こ
ろ
か
な
と
思
い
ま
す
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

休
日
も
研
究
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
そ
の
息
抜
き
で
音
楽
鑑
賞
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
仕
事
中
に
か
け
た
り
、
札

幌
交
響
楽
団
の
定
期
演
奏
会
に
行
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
あ
と
は
仕
事
柄
本
を
読
み

ま
す
が
、
推
理
小
説
や
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
な

ど
も
幅
広
く
読
ん
で
い
ま
す
。

石
井
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

Ｒ
・
Ｃ
・
ア
レ
ン
の
『
世
界
史
の
な
か

の
産
業
革
命
―
資
源
・
人
的
資
本
・
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

２
０
１
７
年
）
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
産

業
革
命
は
経
済
史
の
分
野
で
非
常
に
大
き

な
ト
ピ
ッ
ク
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と

問
わ
れ
て
き
た
「
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
で
最
初

に
産
業
革
命
が
起
こ
っ
た
の
か
」
と
い
う

素
朴
な
疑
問
を
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

を
踏
ま
え
て
、
一
つ
の
新
し
い
回
答
を
示

し
た
こ
と
で
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

大
学
院
で
専
門
性
を
高
め
た
い
社
会
人
に

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
更
な
る
環
境
整
備
を

教授

経済学研究科長

石井 健
いし い たけし

│
人
文
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

学
生
が
卒
業
す
る
と
き
に
、
誇
り
を

も
っ
て
社
会
に
出
ら
れ
る
よ
う
な
教
育
を

し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
広
く
深
く

人
文
学
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
。
人
文
学

は
総
合
知
と
言
え
る
も
の
で
す
。
語
学
を

は
じ
め
、
様
々
な
専
門
分
野
を
学
び
な
が

ら
、
広
い
視
野
と
物
事
を
相
対
化
で
き
る

力
を
学
生
時
代
に
身
に
つ
け
、
卒
業
後
も

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う

な
人
間
を
育
て
る
こ
と
が
人
文
学
部
の
あ

る
べ
き
教
育
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
人
文
学
部
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
点

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
間
に

な
る
に
は
、
学
び
方
を
学
ぶ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
年
度
の
一
年
生

か
ら
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
り
ま
し

た
。
必
修
科
目
で
あ
る
人
文
学
概
論
を
Ⅰ

と
Ⅱ
の
二
本
立
て
と
し
、
人
文
学
教
育
の

充
実
化
を
図
り
ま
し
た
。
情
報
系
科
目
の

新
設
や
、
人
文
学
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
英
語

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
教
材
も
作
成
し
、
人
文
学

基
礎
演
習
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も
大
幅
に
改

訂
し
ま
し
た
。
副
専
攻
課
程
の
設
置
に
よ

り
、
英
語
以
外
の
語
学
を
体
系
的
に
学
ぶ

こ
と
も
で
き
ま
す
。
前
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
訂
か
ら
10
年
ほ
ど
経
ち
、
社
会
情
勢

も
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
改
訂
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
学
生
が
こ

れ
ら
を
存
分
に
活
用
し
て
、
広
い
視
野
で

人
間
と
文
化
を
学
ん
で
ほ
し

い
で
す
。

│
人
文
学
部
長
と
し
て
、
今

後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
切

で
し
ょ
う
か
。

　

人
文
学
部
で
の
学
び
の
本

質
は
、
変
化
し
て
い
く
世
の

中
に
目
配
り
し
つ
つ
も
、「
長

い
ス
パ
ン
」
と
「
広
い
視
野
」

で
考
え
ら
れ
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

す
。
そ
の
対
象
と
な
る
の
が
人
間
と
文
化

で
す
。
長
い
ス
パ
ン
と
い
う
の
は
、
対
象

を
歴
史
的
な
経
緯
を
視
野
に
入
れ
て
観
察

す
る
こ
と
で
す
。
広
い
視
野
と
い
う
の
は
、

世
界
の
様
々
な
地
域
の
言
語
や
社
会
、
思

想
を
踏
ま
え
て
対
象
を
見
る
こ
と
で
す
。

　

古
代
ロ
ー
マ
の
哲
学
者
セ
ネ
カ
は
「
生

き
る
術
は
生
涯
を
か
け
て
学
び
取
ら
ね
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を

残
し
て
い
ま
す
。
大
学
で
人
間
と
文
化
を

広
く
深
く
学
ん
だ
ら
、
生
涯
を
か
け
て
自

分
な
り
に
生
き
る
術
を
探
求
し
続
け
て
ほ

し
い
で
す
。

│
学
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
、２
年
生
は
様
々
な
講
義
や
演
習
に

出
て
、
広
く
学
ん
で
視
野
を
広
げ
て
く
だ

さ
い
。
３
年
生
あ
た
り
か
ら
自
分
で
掘
り

下
げ
て
み
た
い
研
究
テ
ー
マ
を
見
つ
け

て
、
そ
の
テ
ー
マ
を
４
年
次
の
卒
業
研
究

に
結
実
さ
せ
る
の
が
理
想
で
す
。

　

そ
れ
と
、「
英
語
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
」
と
言
う
学
生
が
よ
く
い
る
ん
で
す

が
、
志
が
低
す
ぎ
る
。
大
学
生
な
の
だ
か

ら
英
語
が
で
き
る
の
は
当
た
り
前
だ
し
、

目
標
が
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
う

で
は
な
く
、
大
学
で
し
か
で
き
な
い
レ
ベ

ル
で
目
標
設
定
を
し
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、

外
国
文
学
を
原
書
で
読
む
と
か
、
卒
業
研

究
を
英
語
で
書
く
と
か
。
も
う
少
し
高
い

意
識
を
も
っ
て
大
学
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
の
が
個
人
の
思
い
で
す
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

時
間
の
あ
る
と
き
は
英
語
の
本
を
読
ん

で
い
ま
す
。
面
白
そ
う
な
本
で
あ
れ
ば
、

分
野
に
関
係
な
く
な
ん
で
も
読
み
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
書
評
紙
（Tim

es Literary 
Supplem

ent

）
で
英
語
圏
の
新
刊
書
を

探
す
の
も
趣
味
で
す
。

森
川
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
で
も
あ
っ
た

Ｖ
・
Ｓ
・
ナ
イ
ポ
ー
ル
のA H

ouse for 
M

r Bisw
as

で
す
。
お
も
し
ろ
く
て
原

書
で
も
う
４
回
通
読
し
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
、
こ
の
小
説
は
ま
だ
邦
訳
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
日
本
の
読
者
が
知
ら
な
い
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
昨
年
一
年
か
け

て
全
訳
し
ま
し
た
。
拙
訳
が
出
版
さ
れ
ま

し
た
ら
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

長
い
ス
パ
ン
と
広
い
視
野
で
物
事
を
考
え

生
涯
を
か
け
て
探
究
し
続
け
る
人
間
に

教授

人文学部長

森川 慎也
もりかわ しん や

髙
たか

村
むら

荘
そう

介
すけ

渡
わたなべ

邊 良
りょう

平
へい

黒
くろさわ

澤 祐
ゆう

莉
り

北海学園大学「学生カウンセリング室」のカウンセラー

申込方法：お電話 011－876－9939、  メール hgukokoro@hgu.jp
受付時間：平日 10：00 ～ 12：40、13：40 ～ 17：00
詳しい情報は「北海学園大学 こころの相談」で検索

　

４
月
よ
り
新
年
度
を
迎
え
、
環
境
が
大
き
く

変
わ
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
生
活
の
変
化
や
日
々
の
忙
し
さ
で
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
ス
ト
レ
ス
に
晒
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
学
生
活

で
は
、
学
業
や
交
友
関
係
の
悩
み
、
就
職
活
動

な
ど
、
直
面
す
る
課
題
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

そ
れ
ら
に
一
人
で
対
処
し
き
れ
ず
に
溜
め
込
ん

で
し
ま
う
結
果
、
思
う
よ
う
に
い
か
ず
壁
に
ぶ

つ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
風
邪
を
ひ
い
た
り
怪
我
を
し
た
り
す
る
こ

と
と
同
じ
よ
う
に
、
誰
し
も
が
不
安
に
な
っ
た

り
落
ち
込
ん
だ
り
、
大
き
な
悩
み
を
抱
え
る
リ

ス
ク
を
持
っ
て
い
ま
す
。〝
自
分
で
対
処
し
て

も
上
手
く
い
か
な
い
〞、〝
対
処
の
仕
方
が
わ
か

ら
な
い
〞、
そ
ん
な
時
は
誰
か
に
相
談
し
て
み

る
と
、心
の
視
野
が
広
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
で
は
、
学
生
の
皆

さ
ん
の
悩
み
に
対
し
て
、
完
全
予
約
制
で
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
お
話
し

さ
れ
た
こ
と
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
を

ご
希
望
の
際
は
、
下
記
の
連
絡
先
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

困ったときは、ひとりで悩まず
学生カウンセリング室へ!!

　

私
は
留
学
を
通
じ
て
海
外
旅

行
と
の
違
い
や
、
主
体
性
を
も
っ

て
動
く
こ
と
の
重
要
性
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

渡
航
前
は
異
国
の
地
で
の
生

活
や
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
不
安
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
に

と
っ
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
、

ペ
アstudent

と
共
に
過
ご
し

た
時
間
は
、
安
心
感
と
希
望
を

貰
え
る
も
の
で
、
感
謝
の
気
持

ち
は
日
々
深
ま
り
ま
し
た
。
語

学
力
へ
の
自
信
の
無
さ
か
ら
失

敗
を
恐
れ
て
発
言
を
躊
躇
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、「
感
謝
」
を
伝
え
る

こ
と
か
ら
会
話
を
始
め
る

こ
と
で
、
話
が
盛
り
上
が

り
、
仲
が
深
ま
り
ま
し
た
。

留
学
先
で
は
現
地
の
カ
ナ

ダ
人
に
加
え
て
、
東
京
と

名
古
屋
か
ら
の
他
大
学
の

留
学
生
も
学
習
を
し
て
お

り
、「
感
謝
」
は
世
界
共
通

の
言
語
で
あ
り
、
人
と
の

繋
が
り
を
作
る
も
の
で
あ

る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自

発
的
に
学
び

行
動
す
る
重

要
性
を
実
感
し
、

支
援
を
受
け
る
た

び
に
感
謝
を
言
葉

や
行
動
で
表
す
こ

と
で
深
い
信
頼
関
係
が
築
か
れ
、

自
己
成
長
に
も
繋
が
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
帰
国
後
も
、
私

は
「
感
謝
」
の
気
持
ち
を
持
ち

続
け
、
人
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　

帰
国
後
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
て
集
ま
っ
た
道
内
外

の
大
学
生
６
人
と
共
に
合

同
写
真
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
６
人
は
年
齢
も
撮
影
し

て
い
る
被
写
体
も
異
な
り
、

様
々
な
視
点
か
ら
北
海
道

の
景
色
や
新
た
な
魅
力
を

発
信
で
き
る
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、
日

常
の
枠
を
超
え
て
他
者
と

の
繋
が
り
を
築
く
こ
と
や
、

「
自
身
の
趣
味
や
強
み
な
ど

を
活
か
し
て
地
域
や
地
元

に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
何
か
？
」

を
考
え
る
自
主
性
や
主
体
性
は

留
学
で
得
た
大
き
な
恩
恵
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

工学部社会環境工学科４年

宮
みや

村
むら

翔
しょう

太
た

異国の地「カナダ」で出会った人との
繋がりから得たもの

私の学び

妹と共にお世話になったレス
ブリッジ大学のペアstudent

2024 年度学園オリジナルワイン。
左から赤、白、スパークリングロゼ

　

工
学
部
生
命
工
学
科
で
は
、

八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
亀
和
田

俊
一
社
長
・
札
幌
市
南
区
）
と

連
携
し
、
２
０
１
７
年
度
よ
り

学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い

る
。
２
０
２
４
年
度
も
赤
ワ
イ

ン
・
白
ワ
イ
ン
・
ス
パ
ー
ク
リ

ン
グ
ロ
ゼ
の
３
種
が
完
成
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

開
始
当
初
か
ら
一
貫
し
て
「
土

地
の
個
性
（
テ
ロ
ワ
ー
ル
）」
を

活
か
す
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、

そ
の
理
念
に
も
と
づ
き
、
新
沼

協
研
究
室
の
学
生
が
八
剣
山
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
ブ
ド
ウ
畑
か
ら
単

離
・
選
抜
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
酵
母

Ｈ
Ｇ
Ｕ
株
を
使
用
。
赤
ワ
イ
ン

に
は
コ
ク
の
あ
る
味
わ
い
を
も

た
ら
す
酵
母
Ｈ
Ｇ
Ｕ
―
１
５
４
、

白
ワ
イ
ン
と
ス
パ
ー
ク
リ
ン

グ
ロ
ゼ
に
は
す
っ
き
り
と
し
た

後
味
の
酵
母
Ｈ
Ｇ
Ｕ
―
１
４
０

を
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
使
用
す
る
ブ
ド
ウ
品
種

に
も
新
た
な
工
夫
が
加
え
ら
れ
、

赤
は
ワ
イ
ン
用
品
種
セ
イ
ベ
ル

１
３
０
５
３
、
白
は
八
剣
山
ワ

イ
ナ
リ
ー
で
人
気
の
高
い
ナ
イ

ア
ガ
ラ
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ロ
ゼ

は
引
き
続
き
華
や
か
な
香
り
の

キ
ャ
ン
ベ
ル
を
採
用
し
て
い
る
。

　

学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
は
、

八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
お
よ

び
市
内
酒
販
店
で
購
入
可

能
。
詳
細
は
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン

２
０
２
４
年
度
版
が
完
成

公式
ホームページ
はこちら

冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

北
海
学
園
大
学
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
毎
年
、

年
３
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
と
し
て
開
催
し
て
お
り

ま
し
た
が
、今
年
か
ら
は
「
冬

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

を
３
月
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
年
４
回
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
３
月

22
日
（
土
）
に
豊
平
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
工
学
部
を
含
め

た
全
５
学
部
で
実
施
。
参
加

は
申
込
制
と
い
た
し
ま
し
た

が
、
予
想
を
上
回
る
ほ
ど
の

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
、
文
系
特
別
イ
ベ

ン
ト
、
理
系
特
別
イ
ベ
ン
ト
、

入
試
説
明
会
、
学
生
Ｔ
Ａ

Ｌ
Ｋ
ラ
イ
ブ
、
２
部
の

魅
力
紹
介
の
ほ
か
、
個

別
相
談
会
、
パ
ネ
ル
展
、

資
料
配
布
、
学
内
ツ
ア
ー

と
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん

で
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
季
節
ご
と

に
行
わ
れ
る
春
・
夏
・
秋
・

冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
と
し
て
、
様
々
な

内
容
で
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。
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多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す

る
同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連

載
し
て
い
る
「
人
脈
記
」。
前

回
登
場
の
品
田
新
一
さ
ん
が
、

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉ
の
代
表
、
大
友

幹
人
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

■　
　

■　
　

■

　

Ｊ
Ｒ
稚
内
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、

防
波
堤
ド
ー
ム
に
も
近
く
、
目

の
前
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
が
広

が
る
好
立
地
に
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｉ
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が

あ
る
。
経
営
者
は
大
友
幹
人
さ

ん
33
歳
。

　

大
友
さ
ん
は
稚
内
で
生
ま
れ

て
中
学
ま
で
過
ご
し
、
札
幌
の

高
校
へ
進
学
し
た
。
高
校
時
代

は
寮
で
暮
ら
し
、
学
校
と
寮
と

の
往
復
ば
か
り
の
生
活
だ
っ
た

と
い
う
。
卒
業
後
は
指
定
校
推

薦
で
本
学
に
入
学
し
た
。

　

大
学
時
代
は
ア
ル
バ
イ
ト
が

思
い
出
深
い
。
学
外
の
社
会
人

と
接
す
る
機
会
が
増
え
、
様
々

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
関
わ
り
が

あ
っ
た
こ
と
は
今
の
仕
事
に
も

活
か
さ
れ
て
い
る
。「
今
で
も
連

絡
を
取
る
知
人
が
多
く
、
仕
事
の

こ
と
で
問
い
合
わ
せ
を
も
ら
っ

た
り
、
逆
に
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
を

し
て
仕
事
に
繋
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
」
と
話
す
。
大
学
卒
業

後
は
稚
内
に
戻
り
家
業
を
継
ぐ

こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
、
就

職
活
動
を
す
る
予
定
は
な
か
っ

た
が
、「
ま
わ
り
が
就
職
活

動
の
雰
囲
気
に
な
っ
て
い

た
」
こ
と
も
あ
り
、
実
力

を
試
し
て
み
よ
う
と
興
味

の
あ
っ
た
北
海
道
警
察
を

受
験
。
見
事
合
格
し
た
が
、

予
定
通
り
稚
内
へ
戻
る
こ

と
に
し
た
。

　

父
が
経
営
し
て
い
る
稚

内
サ
ン
ホ
テ
ル
に
就
職
し
、

ホ
テ
ル
業
の
勉
強
を
し
な

が
ら
勤
め
て
い
た
。
し
か

し
、
２
０
１
８
年
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
の
影
響
で
、

稚
内
サ
ン
ホ
テ
ル
は
宿
泊

予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
い
だ
。
経
営
の
見
通
し

が
立
た
な
く
な
り
、
閉
業

し
て
し
ま
う
。

　
「
ホ
テ
ル
で
し
か
働
い
た
こ
と

が
な
か
っ
た
か
ら
、
他
の
仕
事

と
い
う
選
択
肢
は
な
か
っ
た
」

と
大
友
さ
ん
は

言
う
が
、
父
と

共
に
築
い
た
ホ

テ
ル
経
営
に
こ

だ
わ
り
、
新
た

な
道
を
模
索
。

２
０
２
０
年
、

観
光
業
に
と
っ

て
厳
し
い
環
境

下
と
な
っ
た
コ

ロ
ナ
禍
で
Ｈ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｒ

Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉ

を
開
業
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
人
が
動

く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
に
従
っ

て
、
稚
内
も
か
つ
て
の
賑
わ
い

を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。

　

ユ
ー
ザ
ー
の
宿
泊
の
目

的
は
、
仕
事
と
観
光
の
割

合
が
半
々
く
ら
い
だ
と
い

う
。「
大
き
な
ホ
テ
ル
で
は

な
い
か
ら
こ
そ
、
お
一
人

お
ひ
と
り
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
仕
事
で
毎
週

の
よ
う
に
宿
泊
し
て
く
れ

る
お
客
様
に
は
『
お
か
え

り
な
さ
い
』
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
１
回
き

り
だ
と
思
っ
た
方
が
リ

ピ
ー
ト
し
て
く
れ
た
り
、

初
め
て
来
た
方
が
気
持
ち

よ
く
出
発
し
て
い
く
姿
を

見
送
る
の
も
と
て
も
嬉
し

い
で
す
」

　

今
の
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

も
ら
っ
た
。「
あ
ま
り
真
面
目
に

大
学
に
通
っ
て
い
な
か
っ
た
自

分
が
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
、

大
人
に
な
る
と
勉
強
す
る
時
間

が
な
い
の
で
、
大
学
時
代
に
し
っ

か
り
勉
強
を
し
て
い
ろ
い
ろ
な

知
識
、
考
え
方
を
自
分
の
中
に
入

れ
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。
あ

と
で
ど
ん
な
こ
と
に
役
立
つ
か

わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
」。
開
業

し
て
５
年
。
10
年
、
20
年
と
続

い
て
い
く
ホ
テ
ル
を
目
指
す
。

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈
２
０
１
５
年
北
海
学
園
大

学
経
営
学
部
卒
業
。
同
年
稚
内
サ
ン
ホ
テ
ル
に

就
職
。
２
０
２
０
年
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉ
を
開
業
、
代
表
を
務
め
る
。

稚内でホテル業一筋の若き経営者

HOTEL TRUNK WAKKANAI のフロント

学園学園人人脈記脈記第31回

HOTEL TRUNK WAKKANAI

代表 大
おお

友
と も

幹
み き

人
ひ と

 氏
経営学部経営学科 2014年度卒・9期生

人との出会いで人生が変わる

稚内市

地
域
の

  

現
場
か
ら

　

稚
内
の
実
家
が
印
刷
会
社
を

や
っ
て
い
た
た
め
、
経
営
や
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
興
味
が
あ
り

本
学
経
営
学
部
に
入
学
し
た
杉

川
さ
ん
。
札
幌
に
来
て
初
め
て

の
一
人
暮
ら
し
と
な
っ
た
が
、

全
国
各
地
か
ら
来
て
同
じ
よ
う

に
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人

た
ち
と
意
気
投
合
し
た
と
い
う
。

サ
ー
ク
ル
見
学
で
の
雰
囲
気
が

良
か
っ
た
中
国
語
研
究
会
に
入

会
。
先
輩
方
と
は
、
授
業
や
単

位
の
こ
と
を
相
談
で
き
る
関
係

だ
っ
た
の
で
、
大
学
生
活
の
大

き
な
助
け
と
な
っ
た
。

　

居
酒
屋
で
４
年
間
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
た
。
真
面
目
な
仕
事
ぶ

り
か
ら
バ
イ
ト
リ
ー
ダ
ー
に
昇

格
し
、
シ
フ
ト
作
成
、
仕
入
れ

対
応
、
予
算
算
出
な
ど
も
任
さ

れ
、
正
社
員
の
誘
い
を
受
け
る

ほ
ど
に
な
っ
た
と
い
う
。
４
年

生
の
と
き
に
、
全
日
本
印
刷
工

業
組
合
連
合
会
の
会
長
が
実
家

の
稚
内
印
刷
に
来
た
。
印
刷
業

の
魅
力
を
聞
く
う
ち
に
、
家
業

を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
愛
知
県

の
印
刷
会
社
に
就
職
。「
家

業
を
継
ぐ
た
め
の
修
業
と

い
う
入
社
形
式
を
と
っ
て

も
ら
っ
た
の
で
、
基
本
的

に
は
企
画
営
業
を
し
な
が

ら
、工
場
で
の
業
務
、経
理
、

経
営
計
画
な
ど
一
年
目
か

ら
様
々
な
仕
事
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。
平

成
27
年
の
春
ま
で
３
年
間

勤
務
し
た
。

　

北
海
道
に
戻
り
、
稚
内

印
刷
に
営
業
と
し
て
入
社
。

令
和
３
年
に
常
務
に
就
任
、
会

社
の
１
０
０
周
年
に
あ
た
る
令

和
５
年
に
33
歳
で
４
代
目
社
長

に
就
任
し
た
。

　

製
造
す
る
も
の
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
一
般
的

な
が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
制
作
も
外
注

せ
ず
社
内
で
行
う
た
め
、
受
注
、

デ
ザ
イ
ン
、
印
刷
と
い
っ
た
す

べ
て
の
工
程
を
社
内
で
完
結
で

き
る
。
印
刷
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
も
い
ち
早
く
取
り
組

み
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
制

作
・
運
営
管
理
も
行
う
。「
昔

か
ら
お
付
き
合
い
の
あ
る

お
客
さ
ん
で
も
、
新
し
い

提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
常
に
新
し
い
も
の
に

触
れ
ら
れ
る
の
が
お
も
し

ろ
い
と
こ
ろ
で
す
」

●　
　

●　
　

●

　

全
国
の
印
刷
業
の
イ
ベ

ン
ト
「
プ
リ
ン
ト
ネ
ク
ス

ト
２
０
２
２
」
に
参
加
し

た
際
に
、
道
内
の
複
数
の

印
刷
会
社
と
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

を
担
当
し
、
エ
ゾ
鹿
肉
を
使
っ

た
鹿
カ
レ
ー
を
飲
食
店
と
共
同

開
発
し
た
。
鹿
を
獲
る
と
こ
ろ

か
ら
加
工
、
試
作
、
試
食
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
制
作
、
販
売
ま
で
行
っ

た
。
通
常
業
務
で
も
自
社
だ
け
で

は
賄
え
な
い
仕
事
も
あ
る
た
め
、

協
力
会
社
と
の
連
携
は
必
須
だ
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
で
出
会
っ
た
部

長
を
と
て
も
尊
敬
し
て
い
る
、
と

語
る
杉
川
さ
ん
。
今
も
連
絡
を

取
り
合
う
。
学
生
へ
「
人
と
の

出
会
い
で
人
生
が
変
わ
る
。
自

分
も
部
長
に
出
会
い
、
こ
う
い
う

人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。
憧

れ
る
人
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
。

稚内印刷株式会社

代表取締役社長  杉
す ぎ

川
か わ

真
まこと

氏
経営学部経営学科
2011年度卒・6期生

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

稚
内
印
刷
株
式
会
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

稚内印刷の社屋

積
ん
で
い
た
。「
企
業
に
勤
め
て

い
た
時
、
な
ぜ
会
社
と
い
う
の

は
社
員
の

や
る
気
を

削
ぐ
よ
う

な
こ
と
を
す
る
の
か
、
上
司
は

な
ぜ
部
下
の
能
力
を
伸
ば
そ
う

と
し
な
い
の
か
、
と
い
う
怒
り

に
も
似
た
疑
問
を
持
っ
て
い
ま

し
た
」。
そ
の
会
社
で
は
退
職
が

相
次
ぎ
人
が
育
た
ず
、
業
績
が

落
ち
て
い
っ
た
経
験
か
ら
、
人

を
大
切
に
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
伝
え
て
い
く
仕
事
を
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

２
０
０
７
年
に
社
会
保
険
労

　

様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
人

権
の
問
題
に
社
会
の
関
心
が
集

ま
っ
て
い
る
近
年
、
新
田
さ
ん

は
そ
れ
ら
に
特
化
し
た
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
運
営
し
て

い
る
。

　

本
学
法
学
部
在
学
中
に
行
政

書
士
を
取
得
し
、
い
ず
れ
は
独

立
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
た
新

田
さ
ん
。
卒
業

後
は
社
会
保
険

労
務
士
の
勉
強

を
し
な
が
ら
、

民
間
企
業
な
ど

で
社
会
経
験
を

務
士
・
行
政
書
士
の
事
務
所
を

開
業
し
た
。
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
の
無
料
相
談
を
受
け
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、
全

国
か
ら
相
談
の
声
が
届
い
た
と

い
う
。
多
く
の
声
を
聞
い
た
経

験
を
も
と
に
企
業
向
け
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
よ
う
と
し

た
が
、
当
時
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
依
頼
が

増
え
て
き
た
時
期
だ
っ
た
た
め
、

仕
事
の
中
心
は
働
き
方
改
革
な

ど
の
取
り
組
み
だ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
依
頼
も
突
き
詰

め
て
い
く
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

問
題
が
根
源
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
く
。
い
ち
個
人
へ
の
処
分
だ

け
で
は
根
本
的
な
解
決
に
繋
が

ら
な
い
。
被
害
者
の
心
情
理
解

の
重
要
性
や
加
害
者
へ
の
丁
寧

な
対
応
、
企
業
全
体
の
意
識
改

革
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
研
修
の
内
容
に
反
映

さ
せ
て
い
っ
た
。
研
修
は
当
事

者
意
識
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
、

加
害
者
向
け
の
更
生
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
も

特
徴
だ
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
対
話
に
時

間
を
か
け
る
。「
正
反
対
の
立
場

に
あ
る
加
害
者
と
被
害
者
の
両

方
か
ら
お
話
を
聞
く
の
で
、
中
立

性
を
保
つ
と
い
う
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
先
入
観
を
持
っ

た
り
、
ど
ち
ら
か
に
肩
入
れ
す

る
こ
と
な

く
最
後
ま

で
話
を
傾

聴
し
、
私
の
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
あ
る
と
し
て
も
最
後
に
行

い
ま
す
。
多
く
の
方
と
話
を
し

た
経
験
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
に
共
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、『
そ
ん
な
こ
と
あ
る
わ
け

な
い
よ
ね
』
と
い
う
思
い
込
み

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

視
野
を
広
げ
て
、
論
理
性
を
失

わ
な
い
こ
と
を
心
が
け
て
い
き

た
い
で
す
」

▼
▲　
　

▼
▲　
　

▼
▲

　

今
の
学
生
に
伝
え
た
い
こ
と

や
、
社
会
人
に
な
っ
た
時
の
心

構
え
に
つ
い
て
聞
い
た
。「
社
会

に
出
る
と
、
理
不
尽
な
こ
と
や

納
得
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
望
む

こ
と
だ
け
で
き
る
会
社
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
す
が
、
会
社
は
若

い
方
々
の
声
を
待
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
声
を
上
げ
て
、
ど
ん
ど

ん
行
動
し
て
、
上
司
や
会
社
を

変
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

　

セ
ク
ハ
ラ
で
は
被
害
者
が
声

を
上
げ
る
と
、
バ
ッ
シ
ン
グ
の
対

象
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
新
田

さ
ん
は
「
被
害
者
が
声
を
上
げ

や
す
い
社
会
を
作
り
た
い
」
と

目
標
を
掲
げ
る
。
発
言
や
行
動

だ
け
で
は
見
え
づ
ら
い
被
害
者

の
心
情
を
伝
え
て
い
く
こ
と
や
、

現
状
で
は
圧
倒
的
に
少
な
い
女

性
管
理
職
の
増
加
を
働
き
か
け

る
な
ど
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
向
け
た
活
動
・
対
策
を
強
化

し
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

株式会社ケンズプロ 代表取締役

新
に っ

田
た

和
か ず

代
よ

氏
社会保険労務士
行政書士

法学部法律学科
2002年度卒・37 期生

企
業
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
を
対
策
・
支
援

　

３
月
20
日
、
北
海
道
立
総
合

体
育
セ
ン
タ
ー
「
北
海
き
た
え
ー

る
」
特
別
控
室
に
て
、
レ
ス
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ

グ
リ
ー
第
一
号
の
修
了
証
書
授

与
式
を
挙
行
し
、
森
下
学
長
か

ら
修
了
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

授
与
さ
れ
た
の
は
、
人
文
学
部

英
米
文
化
学
科
を
卒
業
し
た
中

川
弥
乃
さ
ん
で
す
。

　

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
は
、
最
短
５
年
間
で
、

２
つ
の
大
学
か
ら
学

士
学
位
を
取
得
で
き

る
制
度
で
す
。
北
海

学
園
大
学
で
し
っ
か

り
と
準
備
を
し
て
か

ら
長
期
留
学
し
、
カ

ナ
ダ
の
レ
ス
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
を
卒
業
、
日

本
に
戻
っ
て
北
海
学

園
大
学
も
卒
業
す

る
こ
と
で
、
２
つ

の
学
位
（Double 

Degree

）
を
取
得
。

未
来
の
選
択
肢
も
広

が
り
ま
す
。

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

修
了
証
書
授
与
式
を
挙
行

ダブル・ディグリー第１号の中川弥乃さん（前列右）

　

学
校
法
人
北
海
学
園
と
カ
ナ

ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
の

交
流
協
定
に
基
づ
き
、
令
和
７

年
度
第
１
学
期
の
交
換
教
員
と

し
て
シ
ャ
ー
エ
イ
ミ
ー
准
教
授

が
４
月
２
日
、
本
学
に
着
任
し

た
。

　

シ
ャ
ー
准
教
授
は
、
本
学
の

「
カ
ナ
ダ
の
自
然
と
社
会
Ⅰ
」
を

担
当
す
る
。
任
期
は
７
月
30
日

ま
で
。

教
員
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
か
ら

シ
ャ
ー
准
教
授
着
任講義をするシャー准教授

　

本
学
バ
ー
ベ
ル
ク
ラ
ブ
の
布

施
翔
太
さ
ん
（
経
済
学
部
３
年
）

が
、
昨
年
11
月
の
第
51
回
全
日

本
学
生
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
大
会
男
子
93
㎏
級
に
お

い
て
準
優
勝
、
２
月
の
全
日
本

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
第
30
回
ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
シ
ッ
ク
部
門
に

お
い
て
４
位
入
賞
と
な
り
、
全
日

本
学
生
代
表
と
し
て
５
月
の
ア

ジ
ア
大
会
大
学
生
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
、
７
月

の
世
界
学
生
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
。

バ
ー
ベ
ル
ク
ラ
ブ

全
日
本
学
生
代
表
に
選
出布施翔太さん
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２
０
２
５
年
３
月
卒
業
予
定
者
の
就

職
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
内
定
率

は
表
１
の
と
お
り
で
、
昨
年
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
企

業
説
明
会
や
採
用
活
動
は
、
対
面

と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
選
考

が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
は

そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
に
応
じ
た
十
分

な
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
３
月
卒
業
予
定
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
進
路
決

定
先
に
「
満
足
」
ま
た
は
「
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
満
足
」
と
回
答
し

た
学
生
の
割
合
が
９
割
を
超
え
、

多
く
の
学
生
が
業
界
・
企
業
研
究

を
丁
寧
に
行
い
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
や
面
接
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

た
結
果
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
で
、「
も
う
一
度
就
職
活
動

を
す
る
と
し
た
ら
、
最
も
力
を
入

れ
た
い
こ
と
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
の
は
、
面
接
対
策
で
し
た
。
自

己
分
析
が
不
十
分
で
自
分
の
強
み
や
価

値
観
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
、

企
業
研
究
が
浅
く
志
望
動
機
や
質
問
へ

の
回
答
に
説
得
力
を
欠
い
た
、
と
い
っ

た
反
省
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。　

こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
就
職
活

動
に
お
い
て
は
次
の
３
点
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

・
自
己
理
解
を
深
め
る
こ
と

・
早
い
段
階
か
ら
の
業
界
・
企
業

研
究

・
面
接
に
慣
れ
る
た
め
の
実
践
的

な
練
習

　

在
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃

か
ら
自
分
の
経
験
を
振
り
返
り
、

そ
れ
を
言
語
化
す
る
練
習
を
す
る

と
と
も
に
、
周
囲
の
人
か
ら
の
意

見
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
継
続
的
に
実
践
的
な
準
備

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
日
々
の
小
さ
な
努

力
の
積
み
重
ね
が
、
自
信
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
企

業
・
官
庁
等
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
開
始

し
た
時
期
」
と
し
て
「
大
学
３
年
生
」

と
回
答
し
た
学
生
が
８
割
を
占
め
、「
最

初
に
内
定
（
内
々
定
）
を
得
た
時
期
」

は
４
年
生
の
４
月
が
最
多
と
な
り
、
全

体
の
４
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
就
職
活
動
の
早
期
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

企
業
側
は
「
優
秀
な
人
材
を
早
期
に

確
保
し
た
い
」
と
考
え
て
お
り
、
学
生

側
も
「
早
期
内
定
に
よ
っ
て
安
心
感
が

得
ら
れ
、学
業
に
集
中
で
き
る
」
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
両
者
の
利

害
が
一
致
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
少
子

化
の
影
響
も
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
今
後

も
続
く
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
民
間
企
業
・
公
務
員
志

望
者
向
け
に
そ
れ
ぞ
れ
複
数
回
の
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、
自
己
分
析
セ

ミ
ナ
ー
や
面
接
セ
ミ
ナ
ー
で
の
個
別
指

導
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
個
別
相
談
な
ど
、
充
実
し
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
学

年
に
関
わ
ら
ず
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、
自
分
自
身

の
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
を
描
き
な

が
ら
、
納
得
の
い
く
就
職
活
動
を
進
め

て
く
だ
さ
い
。

キャリア支援センターINFORMATION  ＜ 2025年就職状況＞

国家公務員一般職
国税専門官
労働基準監督官
財務専門官
裁判所職員（一般職）
自衛隊幹部候補生
北海道職員
北海道警察
札幌市役所（一般事務・他）
札幌市消防
道内市役所
道内町村
東京都職員
国立大学法人等職員
独立行政法人国立青少年教育振興機構
北海道内外教員
北海道銀行
北洋銀行
北陸銀行
ゆうちょ銀行
りそな銀行
北海道信用金庫
日本年金機構
明治安田生命保険相互会社
第一生命保険
損害保険ジャパン
かんぽ生命保険
ＳＯＭＰＯひまわり生命保険
東京海上日動火災保険
日本生命保険相互会社
大同生命保険　
三井住友海上火災保険
北海道国民健康保険団体連合会
札幌北洋リース
日建片桐リース
岩田地崎建設
丸彦渡辺建設
大林組
北海電気工事
エクシオ・エンジニアリング北海道
田中組
日鉄パイプライン＆エンジニアリング
東洋建設
クワザワ工業
構研エンジニアリング
西松建設
ヒロセホールディングス
佐藤工業
ドーコン
戸田建設
開発工営社

熊谷組
砂子組
ネクサス
ジェイアール北海道エンジニアリング
土屋ホーム
大成建設
三井ホーム　
清水建設
アイシン開発
西村建築設計事務所
武ダ技建創
鹿島建設
エイブル
東急リバブル
札幌駅総合開発　
常口アトム
東急コミュニティー
日動
エムエムエスマンションマネージメントサービス
大東建託リーシング
ＡｎｄＤｏホールディングス（ハウスドゥグループ）
北海道旅客鉄道
北海道中央バス
共通運送
ＪＡＬスカイ札幌
じょうてつ
ＡＮＡテレマート
エア・ウォーター物流
ＡＮＡ新千歳空港
北海道ジェイ・アール・サービスネット
ジェイ・アール北海道バス
東日本旅客鉄道
サカイ引越センター
日本通運
松岡満運輸
ＡＮＡエアポートサービス
ＪＡＬナビア
日本貨物鉄道
ロジネットジャパン
つうけん
東日本電信電話
ＴＯＰＰＡＮホールディングス
ＫＤＤＩ
ソフトバンク
北海道通信社
KDDI Sonic-Falcon
北ガスフレアスト北
伊藤忠エネクスホームライフ北海道
北海道熱供給公社
北海道ガス
オカモトグループ

ニトリパブリック
ディップ
総合商研
日本創発グループ
電通北海道
新通
ニトリ
コクヨ北海道販売
北海道日野自動車
アインホールディングス
クオリア
ネクステージ
ロイズコンフェクト
スズキ自販北海道
大丸
サッポロドラッグストアー
サンドラッグ
アイングループ
栗林商会
森永乳業北海道
日産プリンス札幌販売
因幡電機産業
トヨタモビリティパーツ北海道統括支社
ヤンマーアグリジャパン北海道カンパニー
アレフ
Kコンフェクト
六花亭
北海道コカ・コーラボトリング
札幌アポロ
ブリヂストンリテールジャパン
三菱電機住環境システムズ
ホンダモビリティ北海道
クワザワ
トヨタカローラ札幌
札幌トヨペット
ツルハ
レッドバロン
北海道マツダ販売
日本アクセス北海道
北海道スバル
サンドラッグプラス
よつ葉乳業
シャープマーケティングジャパン
サッポロウエシマコーヒー
ロフト
ネッツトヨタ札幌
ヨドバシカメラ
ホンダカーズ南札幌
ホシザキ北海道
リコージャパン
石屋製菓

北海道エナジティック
北海道三和
サツドラホールディングス
ほくやく
ビックカメラ
北海道味の素
北海道いすゞ自動車
北海道日立
セイコーフレッシュフーズ
内田洋行
東日本フード
シンコール
北海道三菱自動車販売
セフテック
レッドブル・ジャパン
プロラボホールディングス
国分北海道
北海道クボタ
良品計画
柳月
岩崎
キヤノンシステムアンドサポート
サントリーフーズ
ロバパン
もりもと
JAようてい
札幌市農業協同組合
サツラク農業協同組合
ホクレン農業協同組合連合会
北海道農業協同組合中央会
学校法人北海学園
学校法人学習院
学校法人日本医療大学
ＪＴＢ
エイチ・アイ・エス
コープトラベル
近畿日本ツーリスト北海道
名鉄観光サービス
帝国データバンク
東京商工リサーチ
岩田税理士・社労士事務所
税理士法人フューチャーコンサルティング
税理士法人オーレンス税務事務所
税理士法人むらずみ総合事務所
Ｐ・Ｒ・Ｏ行政書士法人
あすか税理士法人
トランスコスモス
ＮＴＴデータＣＣＳ
ＮＴＴデータＭＳＥ
ダイナシステム
エイチ・エル・シー

三菱ＵＦＪインフォメーションテクノロジー
Ｉ・ＴＥＣソリューションズ
三菱総研ＤＣＳ
ＳＣＳＫサービスウェア
日本総合研究所
ダイコク電機　
テクノプロ テクノプロ・エンジニアリング社
日鉄ソリューションズ東日本
ＳＣＳＫ北海道　
恵和ビジネス
東京コンピュータサービス札幌支店
日本ＳＥ
ＳＡＴＯ社会保険労務士法人
日本アイ・ビー・エムデジタルサービス
大塚商会
伊藤忠テクノソリューションズ
エクサネットＨＡＬ
タイミー
マイナビパートナーズ
パーソルプロセス＆テクノロジー
日本ディクス
アルプス技研
ＯＫＩソフトウェア
ＣＴＣシステムマネジメント
アイ・エス・ビー
日鉄ソリューションズ北海道
エスイーシー
富士ソフト
アイ・テイ・エス
エイチ・アイ・ディ
ノーステクノロジー
ＮＥＣプラットフォームズ
ＮＴＴデータアイ
北海道日立システムズ
日本事務器
キーマネジメントソリューションズ
ＨＢＡ
アジェンダ
ＧＳＩ
ＮＴＴデータ北海道
つうけんアドバンスシステムズ
マーブル
ＷｏｒｋＶｉｓｉｏｎ
ブライセン
システムコーディネイト
ジャパンテクニカルソフトウェア
日本電気通信システム
ＡＳＥ
ユニバーサルコムピューターシステム
日本システムコンサルタント
アドウイック

公
務
員
・
国
立
大
学
法
人

金
融

建
設
・
不
動
産

建
設
・
不
動
産

卸
小
売
・
製
造

運
輸
・
通
信
・
出
版
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

卸
小
売
・
製
造

サ
ー
ビ
ス
・
団
体

情
報
処
理
・Ｉ
Ｔ
関
連

情
報
処
理
・Ｉ
Ｔ
関
連

内定率（％）

2
部

88.1 85.4
100.0 84.6
88.9 75.0
85.1 100.0
83.0 82.4
92.9 83.3
90.7 100.0
85.5 80.0

87.4
91.7
84.6
88.5
82.9
90.4
91.9
84.4

英米文化
日本文化
政治
法律
経営
地域経済
経済
学科

2部合計

女 計男
内定率（％）

1
部

97.2 92.9 96.3経済
95.4 100.0 97.0地域経済
93.4 100.0 96.3経営
96.9 98.3 97.6経営情報
95.8 89.1 93.7法律
100.0 97.2 99.1政治

学科

1部合計　男/96.1、女/97.1、計/96.5
1部･2部合計　男/93.9、女/94.8、計/94.2

女 計男
内定率（％）

1
部

87.9 100.0 94.5日本文化
92.3 95.8 94.6英米文化
97.6 100.0 97.7社会環境工
97.8 100.0 98.3建築
96.3 100.0 96.4電子情報工
97.7 100.0 98.1生命工

学科 女 計男

就職活動に向けた今からできること

表2　2025年3月卒業生 業種別就職先

表1　2025年3月卒業生就職状況

学　部 学　科 試験募集年次 出願期間 試験日

試験日

経済学部

一般編入学･転入学試験　推薦編入学試験

社会人特別編入学･転入学試験

一般・推薦３年次 ～10月  1日（水） 11月  1日（土）10月10日（金）

経営学部 一般・推薦
一般

～10月14日（火） 11月22日（土）10月25日（土）
～1月13日2026年

2025年

2025年

2025年

2026年
2025年

2025年

（火） 2月21日（土）1月24日（土）

法 学 部 ～9月11日（木） 10月 4日（土）
2月13日（金）

9月18日（木）
～1月 8日（木） 1月14日（水）

人文学部 一般

一般・推薦
一般・推薦

～9月26日（金） 10月25日（土）10月 3日（金）
2026年 ～1月13日（火） 2月20日（金）1月23日（金）

工 学 部
社会環境工学科（社会環境コース・環境情報コース）
建築学科
電子情報工学科
生命工学科

一般

期

2025年 ～7月 8日（火） 9月  2日（火）7月11日（金）

2025年 ～12月23日（火） 2月24日（火）12月26日（金）

2026年度 北海学園大学 編入学･転入学試験日程

経済学科・地域経済学科1部
経済学科・地域経済学科2部

経営学科・経営情報学科1部
経営学科2部

法律学科・政治学科1部

法律学科・政治学科2部

日本文化学科・英米文化学科1部
日本文化学科・英米文化学科2部

学　部 学　科 出願期間

経済学部

経営学部

～10月  1日（水） 11月 1日（土）

11月22日（土）
2月21日（土）

10月10日（金）

2025年 ～10月14日（火） 10月25日（土）
2026年 ～1月13日（火） 1月24日（土）

Ⅰ期
３年次

３年次
２・３年次

３年次

３年次

Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

経済学科・地域経済学科1部
経済学科・地域経済学科2部

経営学科2部

期

2026年度 北海学園大学大学院 入試日程

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科
経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

課程 入試 研究科名 出願期間 試験日

課程 研究科名 出願期間 試験日

修士

博士
（後期）

10月  1 日（水）
10 月  4 日 （土）
10 月  1 日（水）
10 月  4 日 （土）
10 月 17 日（金）
2月 14 日（土）
2月 14 日（土）
2月 14 日（土）
2月 14 日（土）

2月 14 日（土）
2月 14 日（土）
2月 14 日（土）
2月 14 日（土）
2月 13 日（金）

2月 13 日（金）

8月  22日（金）～　
9月  8日（月）

2025年

2026年
1月 8日（木）～　
1月15日（木）

2026年
1月 8日（木）～　
1月15日（木）

※詳細は募集要項でご確認ください。

第  

Ⅰ  

期

第  

Ⅱ  

期

春のオープンキャンパス

【開催内容】
豊平キャンパス：学部別イベント、入試説明会、保
護者向け説明会、在学生イベント、２部イベント、
学内ツアー、個別相談会、パネル展、サークルイベ
ントなど
山鼻キャンパス：学科別説明会、学内体験ツアー、
ショールーム、大学・入試説明会など

申込必須!
本学公式 LINE
よりお申込み
ください。

イベント及びお
申込みの詳細
については本学
HPをご確認くだ
さい。

豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～17：00日6/22
【申込み開始：5/22（木）10：00～】

夏のオープンキャンパス
豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～17：00土8/ 9
【申込み開始：7/15（火）10：00～】

豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～17：00日8/10
【申込み開始：7/15（火）10：00～】

秋のオープンキャンパス
豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～17：00日9/28
【申込み開始：9/2（火）10：00～】

冬のオープンキャンパス
豊平キャンパス
10：00～14：00

2026年
日3/22 【申込み開始：3/2（月）10：00～】

OPEN CAMPUS 2025OPEN CAMPUS 2025OPEN CAMPUS 2025

【開催内容】 各研究科個別相談会、奨学金説明会・個別
相談、施設見学 、社会人特例・長期履修制度説明、
就職情報の提供

10:30～12:00
第1回　豊平キャンパス8号館
第2回　豊平キャンパス6号館土第1回 7/5

土第2回 12/6

経済学研究科・経営学研究科・法学研究科・文学研究科

14:30～15:30
13:00～14:00

山鼻 3号館２階キャンパス

金第1回 7/11
金第2回 12/5

工学研究科

大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会2025年度

生涯学習センター きらん

釧路市生涯学習センター釧路

室蘭

北見市民会館北見 土6/ 7

日

旭川北洋ビル旭川 日6/ 8
亀田交流プラザ函館 土6/14
とかちプラザ帯広 土6/14

6/15
日6/15

【開催内容】  大学説明＆保護者向け説明、在学生オ
ンライン talk LIVE、入試制度説明会、個別相談、パネ
ル展、資料配布コーナー

全会場 12：30－16：00

申込必須!
本学公式 LINE
よりお申込み
ください。

イベント及びお
申込みの詳細
については本学
HPをご確認く
ださい。

ミニオープンキャンパスミニオープンキャンパスミニオープンキャンパス2025
年 度

工
学
部
生
命
工
学
科
の
２
チ
ー
ム

札
幌
商
工
会
議
所
の

学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
ペ
で
発
表

　

令
和
６
年
11
月
20
日
（
水
）、

札
幌
商
工
会
議
所
主
催
の
第
７

回
学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
イ
ン
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
、
本
学
の
工
学
部
生

命
工
学
科
か
ら
２
つ
の
チ
ー
ム
、

総
勢
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
毎
年

「
理
工
系
学
生

の
本
道
定
着
」

「
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
」「
起

業
家
の
育
成
」「
北
海
道
経
済
の

活
性
化
」
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
生
命
工

学
科
は
講
義
の
中
で
、
学
生
の

自
主
性
と
創
造
性
を
育
む
取
り

組
み
を
し
て
お
り
、
そ
の
成
果

と
し
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
一

昨
年
よ
り
毎
年
参
加
し
て

い
ま
す
。
連
続
参
加
し
て

い
る
私
立
大
学
は
本
学
の

み
で
あ
り
、
令
和
６
年
の

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
複
数

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
の
も
、
本
学
が

唯
一
の
私
立
大
学
で
し
た
。

　

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
利
用
し
た
植
物
の
病
気

の
診
断
法
開
発
や
、
買
い

物
を
ア
シ
ス
ト
す
る
ア
プ

リ
開
発
と
い
う
学
生
た
ち

の
ア
イ
デ
ィ
ア
発
表
に
は
、

道
内
企
業
か
ら
多
く
の
質
問
が

あ
り
、
後
日
に
は
企
業
と
の
面
談

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

発
表
し
た
学
生
た
ち
に
は
札
幌

商
工
会
議
所
か
ら
優
秀
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
参
加
し
た
学
生
と
テ
ー

マ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
生
命
工
学
科
三
年
生
／
宮
本

拓
也
、
梶
田
宙
：
サ
ク
ラ
天
狗

巣
病
の
早
期
発
見
デ
バ
イ
ス
の

開
発

■
生
命
工
学
科
二
年
生
／
北
山

雅
康
、
林
芳
夏
、
生
命
工
学
科

三
年
生
／
飯
野
準
基
：
買
い
物

ア
シ
ス
ト
ア
プ
リ
「
カ
ゴ
の
眼
」

参加した学生

発表の様子

▽
４
月
７
日  
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
交
換
教
員

シ
ャ
ー
エ
イ
ミ
ー
氏
着
任
挨
拶

▽
４
月
17
日  

北
海
学
園
大
学
同
窓
会
会
長
関
寛

氏
、
副
会
長
小
林
米
三
郎
氏
、
副
会
長
成
田
眞
利

子
氏

▽
４
月
23
日  

札
幌
学
院
大
学
学
長
菅
原
秀
二
氏
、

企
画
政
策
課
長
斎
藤
美
雄
氏

▽
５
月
12
日  

札
幌
市
副
市
長
加
藤
修
氏
、
総
務

局
秘
書
部
秘
書
課
係
長
高
松
知
史
氏

▽
５
月
13
日  

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
学
長
デ
ィ
グ

ヴ
ィ
ル
ジ
ャ
ヤ
ス
氏
夫
妻
、
国
際
セ
ン
タ
ー
長

ポ
ー
ル
パ
ン
氏

not found HGU
　「not found HGU」は『「おもしろい」は、
未だ知らないことを知ること。』をテーマに
した北海学園大学コミュニティサイトで、
在学生を主体としたコンテンツを更新して
いく予定です。
　そのほか、学部・学科の特徴や入試に関
するポイント、オープンキャンパスなどの
イベント紹介もおこなっています。
　60 本以上公開している在学生や教員イン
タビュー記事から、自分の興味や関心を探
るのもオススメです。
　北海学園大学 COMMUNITY MEDIA サイト
「not found HGU」を是非ご覧ください！

北海学園大学 COMMUNITY MEDIA
サイト「not found HGU」はこちら

北海学園大学同窓会『豊平会報』
北海学園大学同窓会で発行してい
る『豊平会報』を右記の QR コード
よりご覧いただけます。


